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例  言

1 本書は、山梨県北巨摩郡明野村浅尾字梅之木に所在 した梅之木遺跡の発掘調査報告書である。

2 本遺跡の現地発掘調査は、平成14年 5月 14日 に着手し、同年 9月 24日 に完了した。

3 発掘調査は、明野地区県営畑地帝総合整備事業梅之木工区の施工にともない実施した。事業主体は、山梨県

峡北地域振興局農務部である。

4 発掘調査は、明野村教育委員会が直営で実勉した。調査組織は下記のとおりである。

調査主体 明野村教育委員会教育長 深澤昌仁

調査担当 明野村教育委員会文化財調査員 大山祐喜

調査事務局 明野村教育委員会文化財担当

5 本書の執筆、編集は大山があたった。ただし、第 6章第 3節は原正人氏 (駿台甲府中学校教諭、山梨郷土研

究会会員)に ご執筆いただいた。

6 本文中の註は各章末に、参考文献は巻末に掲示した。

7 本遺跡の出土品および調査に係る諸記録は明野村教育委員会が保管している。

8 本遺跡の調査および報告書作成に際し、次の方々にご指導、ご教示を賜った。記して感謝したい。 (五十音

順、敬称略)         ・

宇佐美哲也 (狛江市教育委員会 )、 岡安雅彦 (安城市教育委員会 )、 永鳴正春 (国立歴史民俗博物館 )、 保坂

康夫 (山梨県埋蔵文化財センター )、 平野修 (山梨文化財研究所 )

9 調査参力H者 (五十音順、敬称略 )

秋山高之助、井手研二(井手正美、伊東加代子、伊東典雄、井上町子、長田あい子、小尾嘉子、片山和江、

兼松章子、上村ゆきえ、河手寿子、輿石久美、小林ます子、篠原加代子、篠原初美、篠原啓子、清水小春、

清水貞子、清水さゆり、清水ヤス子、新藤すみ江、新藤道恵、鈴木節夫、筒井つや子、仲澤千代美、中島律

子、西川優子、野田俊夫、藤原和美、藤原喜美子、三井啓介、三井つや子、三井民子、三塚テツ子、皆川薩

子、宮川昌蔵、向井直子、森本秀婿、守屋敏子、守屋真弓、山下千代子

凡  例

1 報告書中の地図は、国土地理院発行 2万 5千分の 1地形図「若神子」「韮崎」、山梨県峡北地域振興局農務部
「梅之木工区地形現況平面図」、明野村役場地籍集成図を使用した。

2 平安時代土器の時期は、『宮ノ前遺跡』韮崎市教育委員会1992年に拠った。

3 図版および観察表中の遺構覆土色および土器胎土色は、F新版標準土色帳』財団法人日本色彩研究所に拠っ

た。

4 遺構番号は『梅之木遺跡』明野村教育委員会2001年から引き継いでいる。

5 本文および実測図中の略号「PH」 は平安時代の竪穴住居、「HO」 は掘立柱建物、「PJ」 は縄文時代の竪穴

住居、「PT」 はピット、「DK」 は土坑を意味する。

6 図版中の網雑卜部等の意味するところは以下のとおりである。



焼土化した粘質土

土師器・上師質土器
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第 1章 調査に至る経緯

第 1節 調査に至る経緯と調査区の設定
梅之木遺跡は、すでに縄文時代の埋蔵文化財包蔵地として周知されていた。そのため山梨県農務部および峡北

土地改良事務所 (当時)が明野村浅尾字梅之木地内で計画した明野地区県営畑地帯総合整備事業の施工に先立ち、

明野村教育委員会では 2回の埋蔵文化財所在確認調査を地中レーダー探査と試掘調査を併用して実施した。平成

12年 10月 1日 より平成13年 3月 30日 には茅ヶ岳広域農道以西の平安時代集落跡37,600ゴ を対象に発掘調査が実施

された。詳細は『梅之木遺跡 I』 (明野村教育委員会 2001)を参照されたい。

本書で報告する発掘調査は、明野村教育委員会が峡北地域振興局農務部と調査経費負担協定を締結して、平成

14年 5月 14日 より9月 24日 まで、茅ヶ岳広域農道以東の縄文時代および平安時代の集落跡22,500ぽ を対象に実施

された。対象となった発掘調査の調査の区域は、第 2図に示した。調査区の設定は、事前の所在確認調査により

遺構が分布することが確認された範囲とした。

第 2節 調査の経緯
発掘調査は、平成14年 5月 14日 から開始した。事前の所在確認調査において遺構の分布を完全には把握できな

かったため、調査区外では試掘溝を設け遺構分布状況の確認を調査区内の重機による表土剰ぎ作業と併行して実

施した (第 2図 )。 表土制ぎと遺構の分布確認の結果、竪穴住居の集中する地域 と竪穴住居がまばらで土坑が集

中する地域に分かれることが判明した、そこで調査区南側の 2つの区域をEl区、北側の 2つの区域をE2区 と

した。遺構の調査は 7月 2日 から開始した、出土遺物の取 り上げや遺構全体図の作成には光波測量機を用いて記

録 した。 9月 24日、最後の遺構の撮影 と測量をもって調査を完了した。東に隣接する地域では平成15年度に発掘

調査が予定されている。

本調査にかかわる事務手続きは以下のとおりである。

埋蔵文化財発掘調査に関する協定書締結

事業者・教育委員会二者協議
埋蔵文化財発掘の通知
埋蔵文化財調査着手報告

周知の埋蔵文化財包蔵地における
土木工事等について

事業者・教育委員会二者協議

事業者・教育委員会二者協議
埋蔵物発見届
埋蔵物保管証
埋蔵物保管証
埋蔵文化財調査終了報告

山梨県峡北地域振興局農務部発、山梨県教育委員会宛
明野村教育委員会発、山梨県教育委員会宛
山梨県教育委員会発、山梨県峡北地域振興局農務部宛

明野村教育委員会発、韮崎警察署宛
明野村教育委員会発、山梨県教育委員会宛
明野村教育委員会発、韮崎警察署宛
明野村教育委員会発、山梨県教育委員会宛

平成14年 4月 1日

平成14年 4月 23日

平成14年 5月 9日付峡北農 6第 5-5号
平成14年 5月 24日付明教文発第26号

平成14年 6月 6日付教学文 3第 5-60号

平成14年 6月 25日

平成14年 8月 12日

平成15年 2月 17日付明教文発第15号

平成15年 2月 17日付明教文発第16号

平成15年 2月 17日付明教文発第17号

平成15年 2月 17日付明教文発第18号

本調査にかかわる調査経費の負担は調査経費総額24,000,000円、事業者側負担額20,760,000円、文化財保護部

局負担額3,240,000円 である。

第 3節 遺跡の概要
発掘調査において検出された遺構は、縄文時代の竪穴住居 4軒、埋設土器 1基、集石遺構 1基、土坑 1基、弥

生時代の上坑 5基、平安時代の竪穴住居26軒、掘立柱建物 7棟、土坑102基、ピット347基である。土坑とピット

はその多くが平安時代に属するものと思われる。出上した遺物は、縄文時代の上器、石器、弥生時代の上器、平

安時代の上師器、須恵器、灰釉陶器、金属製品、石製品である。本遺跡から出土した土師器には「目」、「倭」と

墨書されたものがあり県内遺跡での類例がなく特筆される。
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第 2章 遺跡周辺の環境

第 1節 遺跡周辺の地理環境
明野村は金ヶ岳 と茅ヶ岳の西麓斜面に立地している。北は鰻沢川で須玉町に接し、正楽寺川の深い谷と正楽寺

川の南の尾根筋により韮崎市穂坂町日之城、三之蔵地区から分けられている。鰻沢川から正楽寺川までの山麓面

積はおよそ22附で、湯沢川、栃沢川によりさらに分断されている。金ヶ岳 と茅ヶ岳の山麓は東に急峻な岩場を形

成し亀沢川に落ち込み、西は緩やかな斜面の丘陵地と河岸段丘を形成して塩川に至る。河岸段丘は須玉町仁田平

から韮崎市穂坂町にかけてその幅や面数を変えながら南北に延び、丘陵部は両山に発する小河川や尾根筋に分断

され、現在の明野村と韮崎市穂坂町の間で広大な緩斜面を形成している。

遺跡は湯沢川の南に面する尾根筋、標高760mか ら780m付近に位置する。遺跡周辺の土地利用の現況はほぼ全

面が畑地で、荒廃農地にはカヤが茂 り湯沢川沿いには松林や雑木林が見られる。

第 2節 遺跡周辺の歴史環境
ここでは本遺跡を特徴付ける弥生時代前期と平安時代を中心に歴史環境を概観してみたい。

明野村下大内遺跡からは、再葬墓と思われるこ型土器をともなう土坑 1基が検出され、中村道祖神遺跡では水

神平式の甕型土器をともなう土坑が検出されている。塩川右岸の旧氾濫原である韮崎市北部の「藤井平」では宮

ノ前遺跡から弥生時代前期の水田跡が発見され、稲作が行われていたことが明らかになったとともに明野村下大

内遺跡出上の再葬墓との関わりを推測させる遺跡である。八ヶ岳山麓では大泉村寺所遺跡において条痕文土器を

ともなう土坑が 3基検出されている。これらは当時の墓制を解明する上で貴重な資料を提供している。また長坂

町柳坪遺跡では水神平式上器をともなう竪穴住居が 1軒、大泉村金生遺跡では氷 正式土器および条痕文土器をと

もなう竪穴住居 1軒が検出されている。

平安時代になると茅ヶ岳山麓の集落遺跡が急増する、本遺跡から北西 l kmに位置する明野村宮後遺跡では、 9

世紀後半から10世紀後半にかけての竪穴住居21軒 と掘立柱建物 2棟が調査されている。西 2 kmに は寺前遺跡があ

る、 9世紀後半から11世紀代の竪穴住居100軒以上と掘立柱建物約20棟が調査されている。本遺跡とともに茅ヶ

岳西麓では規模の大きい集落跡で、存続期間も重複するが本遺跡では出土量の少ない灰釉陶器、施釉陶器が多数

出土する一方、墨書土器の出土量においては全 く逆の状況であるなど、両者の関連性が注目される。

北東1.5km、 標高800mの地点には須玉町上ノ原遺跡がある。 9世紀後半から10世紀前半にかけての竪穴住居72

軒、掘立柱建物10棟が調査されている。

官衛的性格が強く牧監政庁跡ともいわれる高根町湯沢遺跡は本遺跡から西へ 4 kmに位置している。 9世紀前半

から■世紀までの竪穴住居27軒、掘立柱建物 8棟、棚列 4条が検出されている。掘立柱建物は規模が大きくコの

字状に配置され、棚列は中央に門跡をもっている。

古代の巨麻郡を特徴付けるのが御牧である。八ヶ岳南麓、釜無川右岸、茅ヶ岳山麓に設置された柏前牧、真衣

牧、穂坂牧は平安時代のこの地域の開発と関連付けられるが、武川村宮間田遺跡で「牧」と墨書された須恵器破

片が出上した以外には、牧を具体的に裏付ける資料に乏しい。

茅ヶ岳山麓に置かれた穂坂牧は、貢馬数において最大規模の官牧で、800頭以上の牧馬を飼育していたと推測

される。穂坂牧は現韮崎市穂坂町付近が比定されているが、これまでのところ平安時代遺跡の調査に乏しい。

-4-



‖lllllド キヽヽ
＼＼、ヽヤ|＼ iⅢ

平成 12年度調査区

湯

Ⅷ

400m

第 3図 調査範囲と周辺の地形

-5-

さ`(イォ六減已竹↓ノジ



第
1表
 
遺
跡
地
名
表

１ ０ １

周
辺
に
も
同
時
期
の
遺
跡
あ
り



ユ
=込
魂
誹

第4図 周辺の遺跡分布図 (1/100,000)

-7-



ミ

|     ~｀

~~~~｀
｀
ヽ
、
、
ど
こ

,



第 3章 平安時代の遺構と遺物

第 1節 竪穴住居跡と出土遺物
本遺跡で検出された平安時代の竪穴住居跡26軒について、以下に報告する。住居床面積は住居実測図の壁下端

あるいは周溝の内側でプラニメーターを用いて計測した。なお、遺構番号は『梅之木遺跡』 (明野村教育委員会

2001)か ら引き継 ぐものとする。

96号住居 (第 6図、第 7図、写真図版 2)

位置 El区 東端に位置する。

規模・形態 東西4.Om、 南北3.9m、 床面積 11∬。竪穴は深さ34伽 を測る。

カマ ド 東壁南寄 りで焼土と構築材と思われる焼けて硬 くしまった粘質土を検出した。また構築材の礫を設置し

たと思われる小ピットを検出した。原形は留めていない。

施設 硬 くしまった床面が住居中央南寄 りで検出された。壁沿いで周溝が検出された。住居床面東半分のみに貼

り床が認められた。

時期 遺物が少なく断定できないが、宮ノ前ⅥI期、 9世紀第 3四半期から 9世紀第 4四半期頃と思われる。

出土遺物 大小久保型不97g、 甲斐型甕554g、 金属製品 3g、 縄文土器1,180g。

調査所見 カマ ド右脇のDK232は 床面からの深さは 4 clmと 浅いが甲斐型甕が出上した (第 7図 1)。 貼床は東半

分のみ確認できたが、これは住居構築時に緩斜面の影響を受けて東側を掘 りすぎたために埋め戻したものと考え

られる。

97号住居 (第 8図～第13図、写真図版 2)

位置 El区 東端に位置する。

規模・形態 東西4.Om、 南北3.6m、 床面積8.8郎。竪穴は深さ72cmを 測る。

カマ ド 東壁南寄 りで礫、焼上、掘 り込みを検出した。左右の袖石それぞれ 2′点と支脚石は小ピットにほぼ垂直

に立てられており、原位置を留めているが、天丼石 と思われる平らな細長い石がカマ ド正面の床面上で検出され

るなど、他の石組みは破壊されている。

施設 硬 くしまった床面がカマ ド付近から南壁沿いにかけて検出された。壁沿いで断続的に周溝が検出された。

床面下から5基の土坑 と2基のピットが検出された。

時期 宮ノ前ⅥI期、 9世紀第 3四半期から 9世紀第 4四半期頃と思われる。

出土遺物 甲斐型邪・皿・蓋538g、 大小久保型jrh・ 皿444g、 甲斐型甕4,182g、 土師器甕56g、 須恵器25g、

縄文土器274g。 「目」「倭」墨書土器が床面上で出上している。

調査所見 カマ ドの真下には床面からの深さ28cmの土坑が検出された、単一の覆土で上層は被熱し焼土化 してい

た。袖石の範囲とほぼ重なる平面位置か らカマ ドにともなう掘 り込み と考 えられる。床面から検出された

PTl177、 DK238は いずれも柱痕は確認されず覆土に焼土が混じる。DK239か らは甲斐型甕の破片とともに滑石

製の九輛が出土している、床面下の上坑からの出上である。本遺跡の他の住居 と比べて床面下の上坑の数が多い

住居である。

98号住居 (第 14図～第17図、写真図版 3)

位置 El区 中央北寄 り、23号掘立柱建物の南に位置する。
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規模・形態 東西3.8m、 南北3.3m、 床面積 8.6m2。 竪穴は深さ62cmを測る。

カマ ド 東壁南寄 りで礫、焼土、掘 り込みを検出した。両袖石の礫 6′点と支脚石は原位置を留めていると思われ

るが、カマ ド自体は原形を保っていない。

施設 硬 くしまった床面が住居中央から南壁寄 りで検出された。周溝が壁沿いで検出された。

時期 宮ノ前VII期、 9世紀第 3四半期から 9世紀第 4四半期頃と思われる。

出土遺物 甲斐型 lTh・ 皿30g、 大小久保型辱・皿279g、 土師器不・皿16g、 甲斐型甕1,581g、 ロクロ整形甕

395g、 須恵器21g、 縄文土器50g。

調査所見 床面に土坑・ピットの検出されない住居。カマ ドは袖石 と支脚石が原位置を留めるものの構築材とし

て用いられた焼土化した粘質土が袖石周辺に音凸分的に残るだけであり、天丼石 と思われる細長い石がカマ ド覆土

上で検出されたことから人為的に破壊されたものと思われる。床面は貼床により構築 されている、掘 り方は西壁

側がより深 く掘 り込まれている。

99号住居 (第 18図 )

位置 El区 西端に位置する。

規模・形態 耕作により削平され平面形は確認できなかった。

カマ ド 焼土と小礫、小ピットを確認した。

施設 カマ ドの北西に周溝の一部が検出された。

時期 遺物が少なく断定はできないが宮ノ前 X期、10世紀第 3四半期から10世紀第 4四半期頃と推測される。

出土遺物 甲斐型不・皿135g、 土師器甕51g、 灰釉陶器22g。

調査所見 壁、床面ともに失われていた。カマ ドは袖石を設置したと思われる小ピットの他に焚口正面にも細い

溝状の掘 り込みが検出された。

100号住居 (第19図、第20図、写真図版 2)

位置 El区 西端に位置する。

規模・形態 西側約 1/3は削平されていた。南北4。 3m、 床面積は推定 15.5m2。 蟹穴は深さ12cmを測る。

カマ ド 南東隅で礫、焼土、掘 り込みを検出した。原形は留めていない。

施設 硬 くしまった床面が住居東壁から中央にかけて検出された。周溝が北壁から東壁にかけて検出された。床

面から3基の上坑が検出された。

時期 宮ノ前X期、10世紀第 3四半期から10世紀第 4四半期頃と思われる。

出土遺物 甲斐型辱・皿272g、 大小久保型不・皿33g、 土師器不・皿88g、 土師器甕33g、 灰釉陶器91g、 縄

文土器41g。

調査所見 床面で 2基の上坑が検出された、DK234は 住居の硬 くしまった床面が底面にまで及んでお り、掘 り

込まれた状態で機能 していた施設と考えられる。DK236は 住居覆上の観察により覆土上面から掘 り込んでいな

いことを確認したため、住居 とともに機能 した施設と考えられる。DK235は 住居の床面下まで削平されてお り

新旧関係は不明である。カマ ドは構築材 と思われる礫が焼土の周辺で検出されたが、原位置を保つ袖石は検出さ

れなかった。貼床は検出されず地山を床面 としている。

101号住居 (第21図、第22図、写真図版 3)

位置 El区 西端に位置する。

-10-



規模・形態 表土黒Jぎ作業時に遺構確認面を見誤 り、東壁及び床面の一部を破壊 してしまった。南北4.6m、 床

面積は推定 18.51a12。 竪穴は深さ20cmを 測る。

カマ ド 表土禁Jぎ作業時に破壊してしまったため、南東角付近で焼上を検出するのみであった。

施設 硬 くしまった床面が住居中央から南壁にかけて検出された。周溝が壁沿いで検出された。土坑が床面上で

2基、床面下で 3基検出された。ピットが 3基検出された。

時期 宮ノ前X期、10世紀第 3四半期から10世紀第 4四半期頃と思われる。

出土遺物 甲斐型不・皿301g、 灰釉陶器 1l g、 金属製品36g、 縄文土器30g。 塁書土器が 1点出土している。

調査所見 床面北西部のDK246は上面に床面は見られなかった。中央のDK247は 床面上で検出された、PT1260

との切 り合いは覆土の観察からDK247がPT1260を切っていると判断した。DK257・ 263は どちらも床面下で検

出された、上面に床面があり覆土は地山と同質の黄褐色土ということから床下土坑と判断した。DK258は 覆土

中から完形の不と金属製品 2点が出土した、不は器面に摩滅など食器として使用された痕跡は見られないことか

ら、未使用のまま意図的に埋められたものと考えられる。平面位置がDK247と ほぼ重なることから同一の遺構

とも考えられたが全 く異質の覆土であることから別の遺構と判断した。床面は貼床により構築されている。掘り

方は西側がやや深くなっている。

102号住居 (第23図～第25図、写真図版 4)

位置 El区 北西角に位置する。

規模・形態 北壁と床面の一部が重機による攪乱を受けている。東西3.5m、 南北3.Om、 床面積7.7m2。 竪穴は

深さ48cmを測る。

カマド 東壁南寄りで礫、焼土、掘り込み、刻ヽピットを検出した。左側の袖石が 1′ミのみ直立していたが原位置
は保っていない。カマ ドは原形を留めていない。

施設 硬 くしまった床面は検出されなかった。周溝は南壁、西壁沿いの一部と北壁、東壁沿いに検出された。土

坑が床面上で 1基検出された。ピットが床面上で 1基、床面下で 1基検出された。

時期 宮ノ前Ⅸ期、10世紀第 2四半期から10世紀第 3四半期頃と思われる。

出土遺物 甲斐型不・皿79g、 大小久保型不・皿34g、 土師驀不・皿168g、 甲斐型甕1,341g、 縄文土器120g。

調査所見 床面中央のDK271の底面からは甲斐型甕の底部が出上した (第 25図 8)。 PT1296は 覆土観察から
DK271に 切られていると判断した。カマ ドは構築材と思われる礫が周辺で出上したが、数が少ないことから多

くは住居外へ持ち出されたようである、カマ ド上面から扁平で大型の礫が 2ソミ出上している、カマ ドを破壊、埋

め戻した後に再度天丼石を置いたものと思われる。貼床は検出されず地山を床面としている。

103号住居 (第26図、写真図版 3)

位置 E2区西端に位置する。

規模・形態 住居西側 2/3が削平されている。南北2.9m、 床面積は不明。

カマ ド 東壁南寄りで拳大の礫 3′く、焼土、構築材の礫を設置したと思われる小ピットを検出した。

施設 硬 くしまった床面がカマド正面C検出された。周溝が北東隅、北壁沿いの一部で検出された。南東隅で浅
い掘 り込みを検出した。

時期 遺物が限られるため推定できない。

出土遺物 大小久保型不・皿19g、 甲斐型甕137g、 ロクロ整形甕244g。

調査所見 遺構検出時に既に床面が露出し、壁面も失われており、西側 2/3は床面下まで削平されていた。カ

ー
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マ ド中央の礫は小ピット内に直立しており、支脚石と考えられるが原位置を保っているとは言い難い。南東隅の

掘り込みからはロクロ整形甕が出土した (第26図 1)◎ 貼床は検出されず地山を床面としている。

104号住居 (第29図、写真図版 4)

位置 E2区北西、105号住居の東に位置する。

規模・形態 削平され、カマ ドのみ残存していた住居のため不明。

カマド 焼上、掘り込み、小ピットを検出。

時期 遺物が限られるため推定できない。

出土遺物 甲斐型不・皿 7g、 土師器甕27g、 灰釉陶器47g、 縄文土器 6g。

調査所見 壁も床面も削平され一切残っておらず、カマ ドのみの検出であった。

105号住居 (第 27図～第29図、写真図版 4)

位置 E2区北西、104号住居の西に位置する。

規模・形態 東西4.lm、 南北4.2m、 床面積12.8m2。 竪穴は最大で深さ48cmを測る。

カマド 東壁南東隅寄 りで映、焼土、焼土化した粘質上、掘り込み、小ピットを検出した。袖石は原位置を保た

ず、カマドも原形を留めていない。

施設 硬 くしまった床面が住居中央からカマ ド正面にかけて検出された。周溝が北壁から東壁沿いに、南壁から

西壁沿いの一部に検出された。土坑が床面下で 1基、ピットが床面上で 1基、床面下で 3基検出した。

時期 宮ノ前X期、10世紀第 3四半期から10世紀第 4四半期頃と思われる。

出土遺物 甲斐型不・皿569g、 大小久保型辱・皿39g、 土師器不・皿 3g、 甲斐型甕■ g、 土師器甕1l g、 灰

釉陶器191g、 多孔石 1点6,000g。

調査所見 DK249は住居を切る単独の上坑である。住居北西隅のPT1266は周溝の途切れる壁際にあることから

出入口施設の可能性もある。北東隅から中央にかけての床面上には、住居全体の覆土とは異質の褐色土が検出さ

れた、出入口のスロープとも考えたが、踏み固めたようなしまりはなく、硬 くしまった床面がこの褐色上の下に

も広がっており、住居の壁土もしくは屋根上が崩落したものと考えられる。またこの褐色土は周溝に切られる検

出状況だったが、これは周溝に板材などの構築材が残っている段階で褐色上が崩落したものと推測される。完形

の灰釉陶器段皿が東壁北寄りの壁面に貼りつくように出上した。床面は貼床により構築されている。

106号住居 (第30図～第32図、写真図版 4)

位置 E2区西端に位置する。

規模・形態 西半分は床面下まで削平されている。南北4.4m、 床面積は推定17.6m2。 竪穴は深さ20cmを測る。

カマド 東壁南東隅寄りで拳大から人頭大の礫、焼土、小ピットを検出した。カマ ドは原形を留めていない。

施設 残存している床面のほぼ全面にわたって硬 くしまった床面が検出さ絶た。周溝が北壁沿いに検出された。

床面上で土坑が 1基、床面下でピットが 2基検出された。

時期 宮ノ前X期、10世紀第 3四半期から10世紀第 4四半期頃と思われる。

出土遺物 甲斐型lTh・ 皿344g、 大小久保型不・皿167g、 土師器不・皿142g、 甲斐型甕・鉢708g、 灰釉陶器24

g、 縄文土器90g。 墨書土器が 1点出上している。

調査所見 東壁沿いのDK255は 焼上の混じる単一の覆上で拳大の礫 8点 と土師器坑が出上した (第31図 1)。 床

面は貼床により構築されており、ヴト常に硬くしまっている。
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107号住居 (第33図～第36図、写真図版 5)

位置 E2区 西端、109号住居と重複する。

規模・形態 東西4.4m、 南北3.8m、 床面積12.7m2。 竪穴は最大で深さ60cmを測る。

壁面、周溝を共有する上下 2面の床面とカマ ドが 2基検出された。以下上面の新 しい住居を107a号住居、下面

の古い住居を107b号住居として報告する。

出土遺物 甲斐型不・皿474g、 大小久保型不・皿96g、 土師器不・皿225g、 甲斐型甕2,552g、 ロクロ整形甕

4g、 灰釉陶器29g、 縄文土器225g。 「十」墨書土器が出上している。

施設 南壁沿いで 2基のピット (PT1269、 PT1270)を 検出した、出入口施設の可能性もあるが攪乱の底面でか

ろうじて検出されたもので a、 bどちらの住居にともなうものかは判断できない。

107a号住居

カマド 西壁南寄りで礫、焼上、掘 り込み、万ヽピットを検出した。カマ ドは原形を留めていない。

施設 硬 くしまった床面が住居北西隅を除く全面で検出された。床面上で土坑が 1基、ピットが 1基検出された。

時期 宮ノ前Ⅶ期、 9世紀第 3四半期から9世紀第 4四半期頃と思われる。

調査所見 西壁南寄りのカマ ドは拳大の礫が 2点の他は、構築材と思われる礫は出上していない。焼土から約 5

cm程浮いた状態でほぼ完形の甲斐型皿と甲斐型甕の破片が出上した (36図 1、 4、 8)、 これらは支脚石を抜き

取ったと思われる小ピットの真上で出上しており、二次焼成をうけていない。以上の 2点からカマ ドを破壊、機

能が停止した後に置かれた土器と思われる。

107b号住居

カマド 東壁南寄りで焼土、小ピットを検出した。

施設 硬 くしまった床面が住居中央からカマ ド正面にかけて検出された。床面上のカマ ド右脇で土坑が 1基検出

された。床面下で土坑が 1基検出された。

時期 遺物が限られ確定できないが、107a号住居と大きな時期差は無 く、宮ノ前Ⅶ期、 9世紀第 3四半期から

9世紀第 4四半期頃と思われる。

調査所見 107a号住居床面で検出されたPT1268を 調査したところ、壁面に焼土層が確認された。カマ ドの存在

が想定される位置だったので、107a号住居の調査終了後にさらに掘 り下げたところ本住居の床面を検出した。

上下床面の比高差は約 5 cmである。カマ ド右脇の土坑から「十」墨書土器が出土した (36図 7)、 107a号住居覆

土から同一個体と思われる土器片が出上している (36図 6、 9)。

108号住居 (第37図～第40図、写真図版 5)

位置 E2区 北西、107号住居、109号住居の東に位置する。

規模・形態 東西3.4m、 南北3.9m、 床面積9。 3m2。 竪穴は深さ52clllを測る。

カマ ド 東壁南東隅寄りで礫、焼上、掘 り込みを検出した。両袖石および支脚石は原位置を保っている。

施設 壁沿いで周溝が検出された。床面下で土坑が 4基、ピットが 5基検出された。

時期 宮ノ前Ⅷ期、 9世紀第 3四半期から9世紀第 4四半期頃と思われる。

出土遺物 甲斐型郭・皿285g、 大小久保型郭・皿320g、 甲斐型甕1,969g、 ロクロ整形甕313g、 土師器甕180

g、 灰釉陶器28g、 縄文上器98g。「山」墨書 1点のほか 2点の墨書土器が出上している。

調査所見 カマ ド左脇床面下で検出されたPT1293か ら「山」字の墨書がある甲斐型皿が正位で出土した。カマ
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ドは袖石に焼土化した粘質土が付着しているが原形を留めていない。カマ ド前面では天丼石と思われる扁平で細

長い礫が焚口をふさぐような状態で出土した。

109号住居 (第41図～第44図、写真図版 6)

位置 E2区西端、107号住居と重複する。

規模・形態 東西4.6m、 南北3.7m、 床面積14.1だ。竪穴は最大で深さ52cmを測る。

カマド 東壁南寄 りで礫、焼上、掘り込み、小ピットを検出した。袖石、支脚石は原位置を保っている。

煙道部が壁の外に大きく張り出す。

施設 硬 くしまった床面が西壁からカマ ド正面にかけて検出された。南壁を除く三方の壁沿いで周溝が検出され

た。床面上で土坑が 1基検出された。床面下で土坑が 5基、ピットが 7基検出された。

時期 宮ノ前ⅥⅡ期、 9世紀第 4四半期から10世紀第 1四半期頃と思われる。

出土遺物 甲斐型lTh・ 皿262g、 大小久保型lTh・ 皿89g、 土師器 lTh・ 皿70g、 甲斐型甕2,338g、 ロクロ整形甕

138g、 土師器甕・羽釜115g、 須恵器592g、 灰釉陶器54g、 縄文土器220g。「乙」墨書土器が 1点出土してい

る。

調査所見 床面で検出されたDK272は 出土した甲斐型不がカマ ド内から出上した破片 と接合 してお り、住居の

廃棄時には開口していたものと思われる。カマ ド内には人頭大の礫が多く出土したが、カマ ド解体後に再度積み

なおされた構築材と思われる。床面は貼 り床によって構築されている。

110号住居 (第45図、第46図、写真図版 5)

位置 E2区 中央、104号住居の東に位置する。

規模・形態 東西3.7m、 南北4.5m、 床面積14.0∬。竪穴は最大で深さ40cmを 測る。

カマ ド 東壁南寄 りで拳大の礫、焼土、小ピットを検出した。カマ ドは原形を留めていない。

施設 壁沿いで部分的に周溝が検出された。床面上で土坑が 4基検出された。

時期 宮ノ前ⅥI期、 9世紀第 3四半期から 9世紀第 4四半期頃と思われる。

出土遺物 甲斐型lTh・ 皿95g、 大小久保型lTh・ 皿494g、 黒色処理耳皿63g、 土師器lTh・ 皿 5g、 甲奏型甕1,828

g、 須恵器59g、 鉄製品3g、 鉄滓98g、 縄文土器265g。 「目」墨書土器のほか 1′くの墨書土器が出土している。

調査所見 大小久保型不・皿の出土量が多い住居。床面中央で検出されたDK250は上面に床が貼られておらず、

底面が硬 くしまっており、覆土は住居のものとは異なり10mm大の焼上が混じっていた。貼床は検出されず地山を

床面としている。角釘と思われる鉄製品 1点 3g、 鉄滓 4点98gが出上している。

111号住居 (第47図、写真図版 6)

位置 E2区 中央、■2号住居の南に位置する。

規模・形態 西半分は床面下まで削平されている。南北2.8m。 竪穴は最大で深さ40cmを測る。

カマド 検出されなかった。

施設 壁沿いで周溝が検出された。

時期 遺物が限られており不明。

出土遺物 土師器甕40g、 縄文土器106g。

調査所見 カマ ドや柱穴を持たない遺構であり、遺物も少なく時期は不明であるが隅丸方形の平面プランや本遺

跡の状況から平安時代の遺構 と判断した。
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112号住居 (第47図、写真図版 6)

位置 E2区 中央、■1号住居の北に位置する。

規模・形態 東西5.Om、 南北5.4m、 床面積23.9m2。 竪穴は深さ28cmを 測る。

カマド 北東隅で礫、焼土、月ヽピットを検出した。支脚石は原位置を保っているが、原形を留めていない。

施設 硬 くしまった床面が住居中央から南西隅にかけて検出された。壁沿いで周溝が部分的に検出された。床面

で上坑が 2基検出された。東壁際でピットが 2基検出された。

時期 攪乱をうけており断定はできないが、宮ノ前�期、10世紀末から■世紀前葉頃と思われる。

出土遺物 甲斐型郭 。皿15g、 大小久保型不・皿 lg、 土師器不・皿14g、 土師器甕346g、 縄文土器330g。

調査所見 小型重機による攪舌しをうけており、北壁、西壁の全面と南壁の一部が失われている。遺構確認面での

攪乱もひどく、セクションベルトによる覆土観察は省略した。床面の一部も攪乱をうけている。東壁際の 2基の

ピット (PT1286、 PT1287)は出入口施設と思われる。カマ ドの位置から調査当初は北側に住居が重複する可能

性も考えられたが、重複する住居もなく、カマ ドの主軸も本住居の中心を向いていることから本遺跡で唯―の北

東隅にカマ ドをもつ住居であると判断した。

113号住居 (第49図～第51図、写真図版 6)

位置 E2区 中央、■4号住居の南に位置する。

規模・形態 東西3.4m、 南北3.2m、 床面積8.6m2。 竪穴は深さ32cmを 測る。

カマド 東壁南寄 りで礫、焼上、小ピットを検出した。焚口正面に溝状の掘り込みを検出した。右側の袖石 1′点

が原位置を保っていた。

施設 硬 くしまった床面がカマド正面以外のほぼ全面で検出された。壁沿いで周溝が検出された。床面で上坑が

1基、ピットが 3基検出された。

時期 宮ノ前Ⅷ期、 9世紀第 3四半期から9世紀第 4四半期頃と思われる。

出土遺物 甲斐型不・皿195g、 大小久保型不・皿184g、 甲斐型甕2,305g、 ロクロ整形甕47g、 灰釉陶器 3g、

縄文土器252g。

調査所見 北東隅の壁と床面が攪乱をうけている。床面で検出された土坑、ピットは全て南壁沿いに作られてい

る。カマ ド内では支脚石の上に甲斐型不、その上に甲斐型甕の底部が覆うように出上した、これらは二次焼成を

うけていない。

114号住居 (第52図～第56図、写真図版 7)

位置 E2区北部、27号掘立柱建物の西に隣接する。

規模・形態 東西3.6m、 南北3.8m、 床面積10.1∬。竪穴は深さ40cmを 測る。

カマド 東壁南寄りで礫、焼上、掘り込み、小ピットを検出した。焚口正面に溝状の掘り込みを検出した。袖石、

支脚石および天丼石の一部は原位置を保っていた。

施設 硬 くしまった床面がカマド正面から北西隅にかけて検出された。南壁を除く三方の壁沿いに周溝が検出さ

れた。床面上で土坑を3基、ピットを 1基、床面下で土坑を 1基、ピットを6基検出した。

時期 宮ノ前Ⅶ期、 9世温第 3四半期から9世紀第 4四半期頃と思われる。甲斐型皿は手持ちヘラ削り調整のも

のが多いが甲斐型郭は内面に暗文をもつものがほとんどである。これらの点から宮ノ前Ⅷ期でも後半段階である

と思われる。

出土遺物 甲斐型不 。皿・蓋619g、 大小久保型不・皿583g、 甲斐型甕3,477g、 ロクロ整形甕82g、 土師器甕
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21g、 須恵器235g、 灰釉陶器445g、 縄文土器416g、 弥生土器41g。 祗石 1′ミ108g、 金属製品12g。 「丈ヵ」

iくの他に 3点の墨書土器が出土している。

調査所見 北東隅のDK289は 上面に貼 り床は認められなかったが、上面は硬 くしまっていることから床下土坑

と判断した。床面は貼 り床によって構築 されており、掘 り方は西側がやや深 く掘 り込まれている。金属製品の刀

子が 1点出土している。

115号住居 (第56図 )

位置 E2区 北側、113号住居の東に位置する。

規模・形態 東壁を除く三方の壁が失われており、面積は不明。竪穴は深さ40cmを 測る。

カマ ド 南西隅部で礫、焼土、刻ヽ ピットを検出した。構築材と思われる礫は原位置を保っておらず、カマ ドの破

壊後 lヶ所にまとめられているように思われる。

施設 硬 くしまった床面がカマ ド正面から住居中央にかけて検出された。南北それぞれの壁沿いと思われる位置

で周溝が検出された。床面上で土坑を 1基、東壁沿いの床面上でピットを 2基検出した。

時期 遺物が少なく断定できないが宮ノ前Ⅷ期～ⅥⅡ期、 9世紀第 3四半期から10世紀第 1四半期頃と思われる。

出土遺物 甲斐型lTA・ 皿159g、 土師器 lTh・ 皿10g、 甲斐型甕・鉢19g、 ロクロ整形甕 9g、 縄文土器475g、 弥

生土器 9g。

調査所見 南北の壁は床面上まで削平されているが床面に周溝が検出されたので範囲を推定することができた。

西壁は床面下まで攪乱をうけており範囲を確認することはできなかった。DK270は 覆土観察から本住居を切る

遺構ではなく住居埋没時には開口していたものと思われる、上面から甲斐型鉢の口縁部が出上している (57図

1)。

116号住居 (第58図～第61図、写真図版 7)

位置 E2区 北側、27号掘立柱建物の東に隣接する。

壁面の一部 と周溝の一部、カマ ドを共有する上下 2面の床面が 2基検出された。以下上面の新 しい住居を116a

号住居、下面の古い住居を116b号住居 として報告する。

カマ ド 東壁南寄 りで礫、焼土、掘 り込みを検出した。礫は原位置を保っていない。

出土遺物 甲斐型不 。皿766g、 大小久保型不 。皿28g、 土師器不・皿 1l g、 甲斐型甕1,322g、 ロクロ整形甕 4

g、 須恵器366g、 灰釉陶器91g、 鉄洋17g、 縄文土器956g、 弥生土器 130g、 磨石 31l g。 墨書土器が 6点、鉄

滓が 1点出上している。

116a号住居

規模・形態 東西4.3m、 南北4.2m、 床面積 10,4m2。 竪穴は深さ64cmを測る。

施設 硬 くしまった床面が北東隅から住居中央にかけて検出された。南東 I島を除 く壁沿いで周溝が検出された、

南壁から西壁にかけての周溝は■6bと 共有する。床面上でピットが 2基検出された。

時期 宮ノ前IX期、10世紀第 2四半期から10世紀第 3四半期頃と思われる。

調査所見 住居中央の覆土中にほぼ同一レベルで拳大から人頭大の礫が南北に並んで出上したが覆土観察からは

別遺構の掘 り込みは確認されなかった。北壁中央に張 り出しを確認した、覆土観察から別遺構 とは考えられず、

出入口施設と思われるが床面にピットは検出されなかった。116b号住居の床面に 5伽程の貼床を構築 し北壁お

よび東壁の一部を拡張して作られた住居 と考えられる。
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116b号住居

規模・形態 東西3.6m、 南北3.6m、 床面積9.1∬。竪穴は深さ68cmを測る。

施設 硬 くしまった床面は検出されなかった。カマ ド右脇に浅い掘 り込みを持つ20cm大の礫の集中が検出された。

南東隅を除く壁沿いで周溝を検出した。床面下で土坑が 2基検出された。

時期 遺物が少なく断定はできないが、116a号住居 と壁面の一部やカマ ド、周溝を共有することから時期差は

想定されず、宮ノ前Ⅸ期、10世紀第 2四半期から10世紀第 3四半期頃と思われる。

調査所見 116a号住居の床面を検出したところ、北壁および東壁沿いには貼 り床が見 られなかった、当初棚状

施設かとも思われたが 5 cm程の貼 り床を下げたところ、段差に沿って周溝が検出されたことからこれらは拡張前

の古い住居の壁面と周溝であることが確認された。カマ ドや南壁から西壁 とその周溝は■6aと 共有する。

117号住居 (第62図～第65図、写真図版 7)

位置 E2区 北端、26号掘立柱建物の西に隣接する。

規模・形態 東西3.7m、 南北3.8m、 床面積10.2∬。竪穴は深さ32cmを 測る。

カマ ド 東壁中央南寄 りで焼上、掘 り込み、小ピットを検出した。

施設 硬 くしまった床面がカマ ド正面からほぼ全面にわたって検出された。北壁沿いから西壁沿いに周溝が検出

された。床面上で土坑が 6基、壁面でピットが 2基、床面下で土坑が 1基、ピットが 2基検出された。

時期 宮ノ前ⅥI期、 9世紀第 3四半期から 9世紀第 4四半期頃と思われる。

出土遺物 甲斐型辱・皿141g、 大小久保型 lrk。 皿35g、 甲斐型甕2,594g、 ロクロ整形甕407g、 土師器甕69g、

磨石・凹石888g、 弥生土器35g、 縄文土器1,060g。

調査所見 床面上において焼土と大型の炭化材が出上した。床面が焼土化 した部分 もわずかながらあるものの、

焼失住居と考えるには炭化材の出土量が少なく思われる。壁面で検出された 2基のピット (PT1319、 1320)は

覆土観察から住居の壁面を掘 り込んでいることが確認され、本住居の柱穴 と思われる。床面で確認された

DK300、 DK301は ともに焼土粒子を分く含む単一の覆上であった。カマ ドは袖石や天丼石などの礫は全 く出土

せず、焼上上で甲斐型甕やロクロ整形甕の破片が出土した。これらの上器は二次焼成を受けていない。

118号住居 (第66図～第70図、写真図版 7)

位置 E2区 北端、26号掘立柱建物の北に隣接する。

規模・形態 東西7.5m、 南北6.8m、 床面積36.6♂ 。竪穴は最大で深さ60cmを 測る。

カマ ド 南壁東寄 りで礫、焼土、刻ヽ ピットを検出した。袖石の一部と支脚石は原位置を保っている。支脚石の上

には扁平な礫が置かれていた。

施設 硬 くしまった床面がカマ ド正面から「C」 字状に検出された。南壁 を除いた壁沿いで周溝が検出された。

カマ ド正面と西壁沿いの周溝の内側に溝が検出された。床面上で土坑が 5基、ピットが 7基、床面下でピットが

3基検出された。

時期 宮ノ前�期、10世紀末から■世紀前葉頃と思われる。

出土遺物 甲斐型不・皿34g、 大小久保型辱・皿 4g、 土師器不・皿238g、 甲斐型甕57g、 土師器甕・羽釜854

g、 須恵器24g、 灰釉陶器50g、 金床石9,700g、 鉄製品92g、 鉄滓2,144g、 弥生土器 14g、 縄文土器2,514g。

調査所見 東壁中央北寄 りから南壁に張 り出しをもつ住居であり、覆土観察やカマ ド正面と西壁内側の溝が幅、

深さともに周溝とは異なっている点などから重複の可能性は考えられない。張 り出し音Ь床面で検出された 2基の

上坑はともに床が貝占られ、また底面が硬 くしまっていることから開口した状態で機能 し、機能停止後に埋め戻さ
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れたものと思われる。床面で検出されたピットのうちの 5基 (PT1330、 PT1332、 PT1335、 PT1338、 PT1343)

は柱穴と考えられる、同様の配列は120号住居でも見られる。カマ ド正面の溝はカマ ド主軸とほぼ直交する方向

に施されていることからカマ ドを意識した問仕切 り溝と思われる。覆土中から鉄製品 3点 92gと 鉄滓61点 2,144

gが出土している。カマ ド左脇からは鉄分の付着する平石が床面から5 cm上で出土しており (68図 )、 また鉄滓

の付着した土師器片 (69図 3)が出上している。住居中央の床面は強く被熱してあたかも土器片がはがれるかの

ようであった。これらの点から平石は金床石であり被熱した床面は鍛冶炉と考えられ、本住居は鍛冶遺構である

と推測される。壁面が被熱している土坑・ピットは見られなかった。

119号住居 (第71図、写真図版 8)

位置 E2区北側、115号住居の東に位置する。

規模・形態 住居西側約 1/3が削平されている。南北3.lm、 床面積は推定で7.7m2。 竪穴は深さ20cmを測る。

カマ ド 南東隅で焼土、刻ヽピットを検出した。

施設 住居中央で硬 くしまった床面を検出した。北壁沿いの一部で周溝を検出した。床面上で土坑を1基、ビッ

トを2基検出した。

時期 遺物が少なく不明。

出土遺物 甲斐型不 。皿 lg、 甲斐型甕173g、 土師器甕107g、 鉄滓64g、 弥生土器14g、 縄文土器485g。 鉄

津は 3点出土している。

120号住居 (第72図～第75図、写真図版 8)

位置 E2区北端、m8号住居の北東に位置する。

規模・形態 東西の壁の一部と北壁が調査区外に及んでいる。東西5。 2m、 床面積は推定で21,0″。竪穴は深さ

52cmを測る。

カマド 調査を行った範囲内には検出されなかった。

施設 住居中央で硬 くしまった床面を検出した。東壁沿いの一部で周溝を検出した。床面上で土坑を7基、ピッ

トを4基、床面下で土坑を2基検出した。

時期 宮ノ前�期、10世紀末から11世紀前葉頃と思われる。

出土遺物 甲斐型JTh・ 皿15g、 土師器不 。皿247g、 土師器甕・羽釜2,125g、 灰釉陶器42g、 鉄滓1,272g、 縄

文土器3,160g。

調査所見 床面上で焼土と大型の炭化材が出上した。焼失住居とするには炭化材の出土量が少なく思われる。

DK302は 底面が硬 くしまっており、開口した状態で機能していたと思われるが、覆土が被熱していることから

途中まで埋め戻された段階でも何 らかの機能を持っていたと考えられる。床面上で検出されたピット4基

(PT1334、 PT1336、 PT1337、 PT1339)は 配列から柱穴と思われるが、同様の酉己列は■8号住居でも見られる。

覆土中から鉄滓が42点 1,272g出上している。また羽口と思われる土製品が 1点出土している (75図 1)。 これら

の点から本住居は鍛冶遺構と考えられ、焼土と炭化材の出土は鍛冶施設にともなうものであると推測される。壁

面が被熱している土坑・ピットは見られなかった。覆土中から付着物のある土師器小皿が出上した、永鳴正春氏

(国立歴史民俗博物館)に より漆紙文書の可能性のご指摘をうけ赤外線撮影による分析を行った。

121号住居 (第75図 )

位置 E2区北端、■8号住居の北に位置する。
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規模・形態 南東隅部と床面の一部を除いて削平されている。竪穴は深さ16cmを測る。
カマド 南東隅部の床面で焼土を検出したが、範囲がせまくカマ ドとは断定できない。
施設 硬 くしまった床面を検出した。壁沿いの一部で周溝を検出した。床面下で土坑を 1基検出した。
時期 遺物が少なく不明。

出土遺物 土師器甕130g、 縄文土器390g。

第 2節 掘立柱建物
本遺跡では掘立柱建物 7棟が検出された。柱間寸法は第 3表に記載 した。建物面積は、四隅の柱穴の中心を結

ぶ直線に囲まれる範囲とした。出土遺物を欠 くため、その時期は不明であるが、遺跡全体の状況から平安時代に

属するものと考えられる。

掘立柱建物は 2、 3棟がまとまって検出される傾向が認められる。ここに報告する掘立柱建物以外にもピット

がまとまって検出された箇所があった。本来はさらに多くの掘立柱建物が存在していたものと考えられる。

22号掘立柱建物 (第76図、写真図版 8)

位置 El区東端、97号住居の南西に位置する。

規模 東西 2間 もしくは 3間、南北 2間、建物面積19.lm2。

調査所見 南東隅は肖U平されている。出土遺物がなく、時期は不明である。

23号掘立柱建物 (第76図、写真図版 8)

位置 El区 中央、98号住居の北に位置する。

規模 東西 3間、南北 2間、建物面積11.5m2。

調査所見 近隣の掘立柱建物 (24a、 24b、 25号)の柱穴は直径20cm前後であるが本遺構の柱穴は直径30cm前後
と比較的大きく、やや異なる印象を受ける。出土遺物がなく、時期は不明である。

24a号掘立柱建物 (第76図、写真図版 8)

位置 El区北寄り、101号住居の北東に位置する。

規模 1間四方もしくは東西 1間、南北 2間、建物面積10.9m2。

調査所見 調査当初は24b号掘立柱建物を含めて 1棟の建物と考えたが、柱穴列にわずかながらズレが生ずるの
で別の建物と判断した。出土遺物がなく、時期は不明である。

24b号掘立柱建物 (第76図、写真図版 8)

位置 El区北寄り、101号住居の北に位置する。

規模  1問四方もしくは東西 1間、南北 2間、建物面積12.8m2。

調査所見 西側のやや外側にはPT1095があるが他の柱穴と直径、断面形状 ともに違いが大きいので本遺構から
は除外した。出土遺物がなく、時期は不明である。

25号掘立柱建物 (第76図、写真図版 8)

位置 El区北寄り、102号住居の南に位置する。

規模 1間四方、建物面積6.3m2。
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調査所見 出土遺物がなく、時期は不明である。

26号掘立柱建物 (第76図、写真図版 8)

位置 E2区 北側■7号住居の東に位置する。

規模 東西 2間以上、南北 2間、耕作によると思われる削平により東半分を失っている。

調査所見 出土遺物がなく、時期は不明である。

27号掘立柱建物 (第76図、写真図版 8)

位置 E2区 北寄 り、■4号住居の東、■6号住居の西に位置する。

規模 2間四方、建物面積■.4∬。

調査所見 出土遺物がなく、時期は不明である。

第 3節 土坑 と出土遺物 (第77図 )
住居に関連せず単独で検出された土坑29基のうち出土遺物から平安時代の遺構と確認されるものは2基で、ほ

かに10基が形状や位置などから平安時代に属するものと推測される。これらのうち■基を図示した。

220号土坑

位置 El区西側南寄 りに位置する。

規模・形態 長軸1.9m、 短軸1.lmの楕円形。深さは12cmを測る。

時期 甲斐型不・皿の破片が 1点出土している。細片のため時期は不明である。

221号土坑

位置 El区 西側南寄 り、220号土坑の北に位置する。

規模・形態 長軸2.Om、 短軸1.3mの楕円形。深さは28cmを測る。

時期 甲斐型不・皿の破片が 2点出上している。細片のため時期は不明である。

222号土坑

位置 El区 西側南寄 り、221号土坑の東に位置する。

規模・形態 直径0.9mの円形。深さは16cmを測る。

時期 甲斐型不・皿の破片が 2点出土している。細片のため時期は不明である。

223号土坑

位置 El区西側南寄 りに位置する。

規模・形態 長軸1.8m、 短軸1.3mの楕円形。深さは 8 clnを測る。

時期 出土遺物がなく、時期は不明である。

224号土坑

位置 El区西側南寄 り、DK223の東に位置する。

規模・形態 長軸1.4m、 短軸0.8mの楕円形。深さは12cmを測る。

時期 出土遺物がなく、時期は不明である。
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225号土坑

位置 El区西側南寄り、DK223の 東に位置する。

規模・形態 長軸1.7m、 短軸1.lmの楕円形。深さは20cmを測る。

時期 出土遺物がなく、時期は不明である。

226号土坑

位置 El区西側南寄り、DK225の 東に位置する。

規模・形態 長軸1.5m、 短軸1.Omの楕円形。深さは20cmを測る。

時期 出土遺物がなく、時期は不明である。

227号土坑

位置 El区 西側南寄り、224号土坑の南に位置する。

規模・形態 直径 0。 7mの円形。深さは12cIIIを 測る。

時期 出土遺物がなく、時期は不明である。

228号土坑

位置 El区西側南寄り、227号土坑の東に位置する。

規模・形態 長軸1.7m、 短軸1.lmの楕円形。深さは16clllを 測る。

時期 出土遺物がなく、時期は不明である。

229号土坑

位置 El区西側南寄り、228号土坑の東に位置する。

規模・形態 直径1.lmの 円形。深さは16clllを 測る。

時期 出土遺物がなく、時期は不明である。

249号土坑

位置 E2区北西、105号住居を切っている。

規模・形態 直径1.Omの 円形。深さは90clllを 測る。

調査所見 105号住居の検出時には確認できなかったが、住居覆上の掘削途中で確認した。覆土中から扁平な礫

と甲斐型不の破片 (77図 1)が出上した。

時期 宮ノ前X期、10世紀第 3四半期から10世紀第 4四半期頃と思われる。

第 4節 遺構・遺物観察表
第 3章第 3節までに報告した遺構 とその出土遺物の観察所見を報告する。観察表は以下のとおりである。

第 2表 住居面積・主軸方向一覧

第 3表 掘立柱建物面積・柱間寸法一覧

第 4表 土坑・ピットー覧

第 5表 平安時代の上器・土製品一覧

第 6表 金属製品一覧

第 7表 石器一覧
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「第5表 平安時代の上器・土製品一覧」中の胎上分類の説明は以下のとおりである。

〔第1類〕 第8類より粒度組成がやや粗く、微小な白色粒子 (石央、斜長石、カリ長石などの鉱物粒子が

容易に観祭できる。赤色粒子 (褐鉄鉱の濃集部分)が混じるが第8類ほど目立たない。器面の手ざわりはや

やざらつ く。

〔第 2類〕 第 1類よりさらに粒度組成が粗 く、径 l mm程度の鉱物粒子が分量に混じるのが観察できる。赤

色粒子は第 8類 と同類に混じるかやや少ない。器面の手ざわりは非常にざらつく。内外面のロクロ整形が粗

雑で、ナデ痕が明瞭に観察される例が多い。

〔第 3類〕 第 2類 と同様の胎土質だが、径 3 mm程度の礫が温じる。赤色粒子は第 8類 と同程度に混じる。

器面のナデ調整は丁寧。ヘラ削りのタイミングが第 8類より遅 く、自然乾燥がかなり進んだ時点で施してい

るようである。同時期の第 8類 と比較して、日径の割に底径が大きく、器高が低い。全体に扁平な印象を与

える。非常に密で丁寧に暗文を施している。体部、底部のヘラ削りは第 8と 同様であるが、底部周縁の輪郭

が非常にシャープである。第 8類よりも赤みが強い色調。

〔第 4類〕 第 8類 と同等程度のキメ細かく緻密な胎土だが、微小な白色粒子が容易に観察できる。赤色粒

子が混じるが第 8類ほど日立たない。径 3 mmを 超える大粒の礫が混じることもある。色調はにない橙色から

黒褐色。器壁が厚手な例もある。

〔第 5類〕 第 8類より粒度組成が粗い胎上でやや砂っぽい。赤色粒子、微小な白色粒子ともに混じるが、

第 1類、第 2類、第 4類ほど目立たない。内外面のロクロ整形が粗雑で、ナデ痕が明瞭に観察される例が多

い。色調は黄橙色を示すことが多い。

〔第 6類〕 キメの細かい砂っぽい胎土で、第 5類をさらに粗粒にした胎土質である。鉱物粒子は第 2類ほ

ど多く混じらない。赤色粒子が混じるが第 8類ほど目立たない。整形は粗難で、ヘラ削りに稚拙な印象を受

ける。驀壁は厚手で、口縁部の玉縁のつくりも第8類と異なる。体部、底部はヘラ削りを施す。責橙色か淡

い赤褐色の色調。内面を黒色に処理する例もある。

〔第7類〕 今のところ大小久保遺跡2号住居例のみが確認できた。キメ細かく緻密な胎土だが、微小な鉱

物粒子がやや混じる。わずかだが径 2 mm程度の礫も混じる。器壁は厚手で、口径に対して底径カツト常に大き

い。底部はヘラ削り。底部周縁直近の体部下半しかヘラ削りしない。したがって体部下半のヘラ削 りは非常

に中途半端な印象を与える。この種のヘラ削 りは大小久保遺跡で散見される。非常に密な暗文を施す。

〔第8類〕 典型的な甲斐型不。皿の胎土。キメ細かく級密で、微小な赤色粒子が混じる。

〔第 9類〕 ロクロ整形、底部糸切、内面の黒色処理を特徴とする、信濃の不を模倣したと考えられる。
「信州系」と通称される。大小久保遺跡で焼成遺構が確認されている。内面はナデ、ヘラ磨きにより調整さ

れ、黒色処理されることが多い。底部は回転糸切痕を残し未調整である。径 l mm程度の鉱物粒子を多量に含

む胎上で、乎し白色、責褐色、赤褐色、黒褐色の色調を示す。
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住居番号 回 頂 (m2) 主 軸 方 向

96号 tと居 11.0 IN― tBIド ーIH

97号 tと居 閃―もυ
マ
ーL

98号 tと居 lN―υZV―L
99号 tと居 不 明 不 明

100主チイΞと先ヨ 15.5 N-98°一E
101号住居 18.5 N-90°一E

7.7 N-91° E
不 明 N-84°一E
不 明 不 明

12.8 N-85°一E
106サ住居 17.6 N-90°一E
107号住居 12.7 N-105°一E
108号住居 N-100°一E
109手許十■弄辞 14.1 N-86°―E

第 2表 平安時代住居面積・主軸方向一覧

第 3表 掘立桂建物面積・柱間寸法一覧

住 居番 号 向槙 (∬ ) 主 軸 方 向

110号住居 14,0 N-109° 一E
1■号住居 不 明 N-94°―E
112号住居 23.9 N-102°―E
113号住居 8.6 N-103°―E
114号住居 10.1 N-86°―E
115号住居 不 明 N-96°―E
116a=許 tと帰] 10.4 N-110°一E
116b号住居 N-110°一E
117号住E 10.2 N-122°一E
118号仁居 36.6 N-112°―E
119髪 N-113°―E
1201 21.0 N-98°一E

不 明 不 明

２２
号
掘
立
柱
建
物

不明

1.801025
1025

4.85
1021
1021

1.85
1022
1022

1.70
1031

２３
号
掘
立
柱
建
物

11.5m2

PT-1112
1.50

1111
1111

1.50
1110
1110

1.44
1119
1119

1.10
1118
1118

1.30
1117
1117

1.731116
1116

1.63
1115
1115

1。 10

1.10

1.28

２４
ａ
号
掘
立
柱
建
物

lo.9m2

3.90

2.80
1105
1105

3.85
1103
1103

2.80
1101

２４
ｂ
号
掘
立
柱
建
物

12.8m2

PT-1096
2.05

1095
1095

1.95
1094
1094

3.14
1099
1099

1.90
1098
1098

1.951097
1097

3.301096

遺構番号 建物面積 r 、ッ ト名子手子 狂 間 (m)

２５
号
掘
立
柱
建
物

6.3m2

P′上-`1106
2.30

1107
1107

2.90
1108
1108

2.20
1109
1109

2.70
1106

２６
号
掘
立
柱
建
物

不 明

PT-1276
2.05

1275
1275

2.30
1274
1274

2.30
1273
1273

1.80
1278
1278

1。 951279

２７
号
掘
立
柱
建
物

11.4m2

1.501345
1345

1.50

1341
2.20

134
1347

1.50
1348
1348

1.50
1349
1349

1.50
1350
1350

1.60
1351
1351

2.15
1344
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第 6表 金属製品一覧

図版番号 出土遺構 た三 冴U 長 (cm) 幅 (cm) 厚 (c/m) 材質 董量 (g 特徴、出土位置、など

7図 3 96号住 雲「 P 鉄 3 カマ ド内より出上、角釘か

22図 1 101号住 鎌 鉄 本質付着、床下DK258よ り出土

22図 2 101号住 刀子 1.3 鉄 片関型、床下DK258よ り出土

56[コ 3 114号住 刀 子 15 鉄 両関型

65圧日6 117号住 釘 P 5 12 鉄 2 上端部欠損、DK293内 より出土、角釘か

70彊コ1 118号住 α「 ? 鉄 2 角釘か

70屁コ2 118号住 刀子 5.5 鉄 3 両関型

70匠コ3 118号住 鉄 津 椀形洋

70図 4 118号住 鉄 滓

70図 5 118号住 鉄 津

70図 6 118号住 鉄 津 5.5

70図 7 118号住 鉄 津 5,7

70図 8 118号住 鉄 滓 椀形津

70涯コ9 118号住 鉄 滓 椀形滓

70厖コ10 118号住 鉄 滓 11 6

70匪コ11 118号住 鉄滓

70図 12 118号住 鉄 津 13 椀形津

70図 13 118号住 鉄滓 16

70図 14 118号住 鉄鋼 鉄 推定口径31 6cm

75厖コ2 120号住 鉄 滓 椀形滓

75優コ3 120号住 鉄 滓

75彊瓢4 120号住 鉄 滓

75睡∃5 120号住 鉄 滓

75区コ6 120号住 鉄 淳 椀形津

75睡Ⅱ7 120号住 鉄 淳 椀形津

99図 16 表採 銭貨 銅 2 寛永通宝、「新寛永」、文銭

第 7表 石器・石製品一覧

図版番号 種 別 長 (cm) 幅 (cm) 厚 (cm) 石質 重量 (g) 特徴、出上位置など

■図 1 腰帯具 (丸輌) 滑石 97号住床下DK239よ り出土

29膠]5 多孔石 24 5 凝灰岩 6000 105号住床面上約10cmょ り出土、石棒片か

48図 1 祗 石 (9.2) 7.7 凝灰岩 695 表面に磨痕

56区]2 不氏石 凝灰質流紋岩 左右側面に線状痕あり、114号住覆土より出土

61図 H 磨石 砂岩 表面、両側面、裏面の一部に磨痕、■6号住覆土より出土

65盛コ4 磨石 砂岩 表裏両面に磨痕、117号住覆土より出土

65睡コ5 凹 石 安山岩 480 表裏両面に凹み、117号住覆土より出土

68匪コ1 金床石 (42 4) 20_0 砂岩 表面に鉄錆付着、表面・裏面の一部に磨痕

74優雪13 祗 石 6.7 1.3 ホルンフェルス 表面、右側面、裏面に線状痕、120号住床下より出土
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!層 10m2/Ж黒働 に10WR4/(働 が 1%混じる。しま私 功レト粒丘
2層 101R4/4(4Dに 1011t4/614Dが 5%混じる。しまる。功レト槌
3層 101R2/Ж黒働 に1職,1(請 が 7%、 10YR4/鋲働が2%混じる。しまる。功 レト粒色
4層 INl10識 に1殿| (ヽ働が 2%、 焼士粒子が 1%混じる。固くしま貌 うつレト粒色
5層 剛肥々保働 に 10獣〃lSpが 7%、 101R4/張Dが 5%、 焼土任働Ч%混じaし ま&カ レト粒色
6層 G》Ю 101R4/414Dに 101R3/31etDが 5%、 1044/614Dが 2%混じる。非割こ固くしまる 功レト粒色
兇山 10HR4/鋲働 に 10143/蜘 嘲励が5%混じる。しまる。功レ畔上七

第6図 96号住居 (1/40)
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一ｍ

∞
|

蜘的
パ
一

1層 10釈ノ2C黒働に101R3/8蜘 が5%、 1側V41tDが 3%、 域■力ゞ 1%混じる。固くしまる うつレト極
2層 1倒Vをど討Dに 10釈7411Dが 2%、 増土が1%混じる。固くしまる。物レト粒色
3層 10N/KttDに 101R4/414Dが 5%、 娩■が 1%混じる。固くしまる。う,レト齢 ^10YR4/414Dは非常に固くしまる。
4層 101R4/4149に 10YR2/KttDが 7%、 10m4/∝働が5%、 納士が 1%混じる。固くしまる。功レト粒五
6層 101R3/側笥動に10釈ノIё鵞が5%、 101R4/611Dが 3%、 焼土が1%混じ私 固くしまる。切レト粒上

6層 101R4/414Dに 101R2/XttDカ ド2%混じる。固くしまる。切レト粒色
7層 101R3/3鶴護うに101R4/414Dが 1%混じる。固くしまる。ンレト対十.

232号土坑

く|

Ｄ
　
　
　
　
　
３

一

用

側

――

日

ｌｌ

Ｈ

ＩＩ

ＩＩ

Ｖ

一

第7図 96号住居カマド (1/20)232号上坑 (1/20)

併

―-37-一

96号住居出土遺物 (1/2、 11/4)



ハ
阿
（
ふ
早
低
韻

＜
（
匠

卜

蚕

）

〇
〇
∞
卜
∞
卜

】〕蜘甥
③

《ヨ〔Iくd〔
Iく |

1層 751R2/KttDに 1職11∞が 40%、 751R3/躙嘗Dが 5%
混じる。固くしまる ン レト粒上

2層 7 5Ⅷυ宅傷譲悌こ751R2/1C剰 動が10%混 じ念 しまる。
う,レト肝

3層 76収Rン?伊静つに7 5YR4/311Dが 40%、 触 1ゞ%混じる。
固くしまる。カ レト粧

4層 75冊名鱒 働 に751R3/KttD力 Ⅶ %、 751R4/41tDが 2
～lllm大で 1%混じ乙 固くしまる。カ レト粒色

5層 7 5YR3/4ぐ嘲働に75鴎tヽ嘲 が 30%、 焼とが 1%混じ乙
固くしまる。シ,レト催

6層 751R3/興嘲Dに 7 5YR4/411Dが 30%、 101R2/鸞静が131m
ムで 1%、 7544/414Dが 2司 は 1%、 大を上・脚 g勿が1
%混じa固 くしまる。功レト隷 、

7層 側跡

"6WΨ
614Dに 751R4/414Dカド30%、 751R5/6∪明 が

10%、 751R1/2ё 砂が 1%、 焼土が2-5酬大で 1%、 斑 ヒ物が
1%混じ私 固くしまるLンレト魅

8層 7 5YR4/41tDに 75m5/6(明働拘ゞ 30%混じる。固くしまる。
うつレトК」L

9層 5m4/8的 の焼Jこ 7 5YR4/41tDが 20%、 労 働榜 2ヾ%混
じa固 くしまるL切レト魅

10層 7制RV91tD。 固くしまれ カレト継
H層 7 5YR4/311Dに 75釈骸竹∪爛 が 20%、 炭化波が 1%混じる。
固くしまるLンレト性

12層 51R4/猟粛Dの焼出 こ5,術ぬ (ワ門 の焼土が30%混じ&
固くしまる。カ レト檻

13層 751R4/411Dに 751R5/N明 働力` 10%混 じる。固くしまる
,つレト惟

地山 101R4/611D。 固くしまれ )レ ト杜

第8図 97号住居 (1/40)

く |
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υ
∞ |

1層

2層

3層

4層

5層

6層

7層

糊

1働

“

ク
`14Dに

1側昭海letDが lo%混じる 固くしまる。シルト粒色
10YR4/∝働に101R3/3嘲が20%、 焼土が1%混じ&固くしまる。切レト伍
101R4/614Dに 10釈3/3曲が10%、 焼土が1%混じる。固くしまa,つレト鰈 ^
10YR3/頷群働に1011t4/∝働が20%、 焼土が1%混じる。固くしまれ ンレト粒七
101R4/699に 10YR5/8G薄 動が10%、 焼由硼阻鮮Ψ10血大で2%混じる。しまる。功レト胤
10YR3/釧増Dに 101R4/鸞働が10%、 焼土が2%混じる。しまる。ンレト粒色
10m3/3G筆動に

'倒

瞬J岳ド2%混じる。しま私 )レト齢 ^
10HR6/6G封動。固くしまる。ンレト魅

００
Ｄ囲パ

バ
一

第9図 97号住居カマド (1/20)
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97号住居出土遺物 (1/2)および遺物出上状況 (1/20)
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第10図



〇〇∞，い∞ド　「ｍ「
ぬ I

④ 騒ω
l

第■図 239号土坑 (1/20)お よび出土遺物 (1/2)
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第12図 97号住居出土遺物 (1/2、 2～ 61/4)
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第13図  97号住居出土遺物 (1/2)
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1層 1例貿71Cミ働 に10N/8録働 が 10%、 75職
'lC識

が 5%、 焼土が5～ 10囲大で 2%混じる。固くしまる ン レト粒色

2層 101R2/熙つに 101R5/∝ 調働が 3´望 m犬で 5%混じる。しま&切 レト粒上
3層 10N/翼朝轍 1こ 湖К内 0笥働が 20%、 751R5/61BAIDが 5～ 10m沐で 2%、 101R2/1G識 が 1%混じる。しま私 )レト粒上
4層 1043/30封動に101R2/1COが 20%混じる。しまれ 切 レト拙
5層 104F。 /砥到Dに 硼馳力υ嚇朝⊃が 30%、 101R2/1G識 が 5%混じ私 しまる。カ レト粒色
6層 10YR3/mttDに 101R5/∝ 調Dが 20%、 焼土が10回犬で4%混じ&し ま&功 レト粒色
7層 101R2/1C識 に10WRV8咆 が 20%混じる。しまれ う,レ ト粒丘
8層 10N/関喘働に1045/∝費働が25%混じる。しま私 )レト粒五
9層 10H昭湘lulD t獣畑め 6`～10山穴で10%混 じる。しま私 シルト粒色

10層 10YR3/N輯動に10m5/∝黄Dが 30%混じる。しま&)レ ト粒上
H層 ◆Ш和 10YR5/8餞兼)に 10■独 (語が 2%混じ&固 くしま貌 功レト粒色
姓山 湖硝海G封働。固くしまる。切 レト粧

第14図 98号住居 (1/40)
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101R2/X黒働に10釈ノ1む0が 30%、 101R4/4∽ が20%
掟働 1ヾ%混じる ややしまる。カレト粒丘
101R2/K需働に1例Vl印が5%、 10HR4/張働が10%
鱗社が 2%、 脚口勿ド2%混じる。幹 しまる。),レト催
1014t4/614Dに で贈殉爛働が20%、 労働猜ミ5%混じる。
神 しま&シ)レト批
101R3/側嘲轍にЮ用狛∞ が3%、 的が 判%、 殖吻 ミ

5翡昆じる。韓 しまるぉう,レ畔上色
何駅プ41H4Dに 1職11ど鵞が40%、 競よが 30%混じる。
韓 しまる。,つレト魅
10HR3/蜘増働に101V/笑黒働が20%、 燐士が2%
月助夢ミ1%混じる。ややしまる。切レト粒色
1側馳/414Dに 10m3/4に働が5%、 焼士が1%混じる。
韓 しまれ ,,レト極
冊駅76C翅動。固くしまる。カレト粒亀

ｇ

一

Ｂ
一

第15図 98号住居カマド (1/20)
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第16図 98号住居出土遺物 (1/2、 3・ 51/4)
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第17図 98号住居出上遺物 (1/2)
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99号住居 (1/40) および出土遺物 (1/2)

1層 境乱
2層 I研肥79保兼餅鋤 5ヾ醐大で2%混じる しまる。功レト粒亀
3層 10HR3/Ж需働 1こ 10m6/6(明黄働が 10～25脚犬で30%、 50mジW羽働 5ヾ%混じる。しまる。功レト粒丘
4層 75沢 5/側明Dに院土が5～10剛大で 30%混じる。しまる。物レト粒丘
5層 1043/81elD t数 悩〕 5ゞ剛犬で 5%混じaし まる。功レト粒丘
6層 10WR3/判増Dl撒悩〕 5ゞ蜘武で 15%混 じ&固 くしま貌 切 レト粒色
7層 751R5/6(明働 に10WR3/判君Dが 40%混じる。)酷k固くしまる。功レト締 i
S層 10m3/判砦働 に 1014t4/414Dが 20%、 焼土が5～10m肛だで10%混 じる。固くしま私 勁レト粒上
9層 10YR4/3(la熊 爛 に101R2/K霜 9が 10%、 焼土が 6～ 10蜘大で10%混 じる。固くしま私 )レト粒七
Ш 75Y踊/6∪眸つに10YR3/ЖttDが 30%混じる。)鮮確固くしまるも功レト粒上

5

第18図
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1層 101R3/Ж黒め に10N/Ж黒慟 が 20%、 7 5YR4/614Dが 2%、 声 吻 ・激」が 1%混じる 固くしまる。ラクレト粒上
畑 1044/41tDに 101R3/∝ 剥働が 20%混じa)H靭錮 くしまる。ンレト粒七

1層 1隠■2C尉動。しまな ンルト批
2層 FolR3/別嘗病DU売 上が5～10m人で 15%、 舅 ヒ物が 1%混じる。しまる。ン レト粒色

σ     
爾IM離綿 鵬 蘊 !談匙l勒卜極

第19図 100号住居 (1/40) 100号 住居カマド (1/20)
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第20図 100号住居出上遺物
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1層 10N/3(黒働 に 101R4/414Dが 5%、 焼土・粛 ヒ物が 1%混じる。固くしまaラつレト総 、
2層 10釈y4■齢Dに 10YR4/414Dが 15%、 焼土・斑 ヒ波が 1%混じa固 くしまる。功 レト極
3層 1044/4鱒 悌こ101R3/4Q郭〕が 10%混 じ&固 くしまる。ンレト粒色
4層  10YR3/N嘲働 に 101R4/414Dが 10%混 じaし ま金 う,レ ト粒色
5層偽切e 101R4/614D。 非榊 こ固くしまれ ン レト粒丘

地山 10YR5/6修静⊃。固くしまる。功 レト魅

bl

第21図 101号住居 (1/40)
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I層 1011R4/411Dに 10HR5/∝黄働が30%混じ&しま私 功レト粒上
地山 10YR5/60部 ⊃。固くしまれ 切レト魅

246号上坑

1層 I倒聰 tG黒働 に側駅″lё鵞力` 10噸大で2%,101R4/61tDが 10蜘大で 2%、

焼士カミ5Ш沐で 院恨じ私 しまる ン叶地上

2層 101R4/3(10� 資 働 に101R2/19動 がЮm猷で 5%、 101R4/614Dが

5～10m太で 2%混じ念 しまる。物レト粒丘

地山 10YRV614D。 固くしまる、カレト粒色

藝 ・

第22図 258号 。246号上坑 (1/20)

一-52-一
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101号住居出土遺物 (1/2)



＜（匡
卜

蚕

）

〇
〇
〇
Ｏ
Φ
卜

く |

1層 拙

2層  10YR2/1C識 に 10釈ν4鱒Ю が 30%、 焼とが 2%、 周 ヒ物が10%混 じ私 しまる。
'つ

レト粒亀

3層 101R2/1Q鵞 に1043/蜘喘Dが 10%、 知 1ヾ%、 労 働昴 3`%混じる。しまる。ン レト粒上
4層 10471 Celに 10R4/6149が 20%、 焼土が 1%、 周 ヒ物が5%混じる。しまる。シルト持上

5層 10YR4/61tDに 101R2/1CDが 20%、 粛 魃物が1%混じる。しまる。)レト粒五
6層 I鴻■(0笥9に 101R2/1GDが 10%、 焼土・舅 ヒ物が5%混じる。幹 しまる。シ,レト杜
7層 0商釉 101R4/∝働 1こ 101R3/蜘 噂Dが 10%混じる。固くしまる。う,レト粒 L
Ш  101R4/611Dに 10YR3/蜘 噌Dが 30%混じる。しまる。カ レト粒七

第23図  102号住居 (1/40)
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I層

2層

10YR3/狽曙働に1044/414Dが 5%、 触 2ゞ%混じa
l～3m汰でボロボロした也 非翻こ固くしまる。
101R2/∝蔚働に10YR4/49動 が2～3剛六で7%、 焼土が
2～3蜘犬で3賭混じる。しま私 )レト粒色
10XR741tDは 非脚こ固くしまるボロボロし遮
51R3/m噛対Dl～3蜘大の碓七 )賠射〔固くしまれ
101R4/4∞ 2ヽ4m大でボロポロし迅
,HHに固くしまる
1044/411Dに 同色のプロックが2～3酬大で10%、
10hR2/K需働が1%、 焼土が2%混じる。固くしまる。
功レト泄とヒ
101R4/614Dに 1043/蜘瑠Dが30%混じる。しまa
う,レト極
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第24図  102号住居カマド (1/20)
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第25図 102号住居出土遺物 (1/2、 4～71/4)
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A                             昼763800
(以下同 )

が肱 中 祁 聴 加

乳  101R4/3(し苺や紳Dに 1043/8G齢⊃が30%、 鱗■2%
粛ヒ物2%混じる。固くしまれ 功レト粒色

103号住居カマ ド

ーー56-―

０
一

103号住居 (1/40) (1/20)お よび出土遺物



1層 �肥胞侯攀)に 10HR3/関 増Dが 10%、 焼土が 3´巧 mm大で 1%混じる。
2層 101R3/刹噌Dに 10】R76餞働 が10%混 じ私 しま&ン ルト粒五
3層 1鴎1関警Dに 10476(黄働が15%混 じる。しまる。切 レト粒亀
4層 101R3/KttDに 101R5/6(黄働が 5%混じる。しま&う ,レト粒丘
5層 10YR3/KttDに 10YR4/6⑬ が35%混じる。固くしまる。カ レト粒七
6層 1043//州善0に 101R5/氏 鶉働が15%混 じる。しま&ン レト粒色
7層 Q♭0 10HR「1/【曽働。非詢こ固くしまる。カレト粒丘
PtV■ L lolR4/414Dに 101R3/2C黒 働 が10%混 じ森 固くしまる。功レト伍

PT1283

第27図  105号住居 (1/40)
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l層 10YR4/614D lこ 10YR3/41elDが 20%、 101N/駅需Dが 5%混じ森
韓 しまるLう,レト仙

2層 101R3/判目働に剛肥胸保働 が 20%、 1例剛為llDが 10%

焼土が 1%混じる。しまる。功レト粒色
3層 1倒W/61tDに 10YR3/猟嘲Dが 30%混じる。ややしま私
シルト召」と

I職■36蔚働に1鶴|ヽC齢りが 5%、 焼土が3%混じ&し まる。
ンルト檻

1例膨 8嘲 に1鴻■ヽぐ増Dが 20%、 焼とが10%混 じ私
しまるL),レト絋
10R5/8σpの焼出 こと倒地ん聰 が 20%、 粛 助猜 1`%混じる。
しまるぃう,レト他

101R3/判嘲働 にげ肥湾鰤 が 3%、 101R4/61tDが 10%

焼土・脚 働笏当%混じ&固 くしまれ う,レ ト鰍 _
1側躍海保 働 に101R4/6銅 が 2～ 10剛犬で40%

焼土・脚 鼈物が 1%混じ私 固くしまる。物レト離 _

101R3/4ωttDに 1飛, (ヽにあ彰や静Dが 20%、 増土・粛 u勿ぼ
1%混じみ しまる。)レト粒上
10YR3/2傑働 に251R4/61罐 )¢洗 )｀ 2-5m成で20%混じる
固くしま&ン ,レト性
101R3/4Q郭⊃にЮ釈76149が 10%、 焼土が 1%混じる。しまる。
シ,レト槌
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第28図  105号住居遺物出上状況 (1/20)
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1層

2層

3層

�

■766.100

7 5YR3/m噌働に7鵡 サ照明Dが 10%、 51Rν偲的 の暁土が6%混じ私
,障徹d固くしまる。ラリレト批

51R5/8朝赤働の陀担こ75R3/NttDが 20%、 7 5YR5/6(明Юが 20%混じ&
固くしまる。)レト粒丘
751R3/31etDに 7鵡 イ亀(明Юが 20%、 5YR5/8(明鶏Юの焼上が 1%混じる。
弟 観錮 くしまる。ンレト粒色

75磁,生14D。 井町こ固くしまる。シ,レト杜

第29図 105号住居出土遺物 (1/2、 51/4) 104号住居カマド
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(1/20)お よび出上遺物 (1/2)
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10YR4/614Dに 1043/4に働が2%混じ私 )酷確固くしま金 うつレト粒上
1044/∝働に10m4/30讚

～
ψ部動が1%混じる。非絣錮 くしまる。カレト粒色

IttR7614D。 非常に固くしま貌 切レト締i

PTH272◎

第30図 106号住居 (1/40)
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,嗚低L
2 5XR3/図暗鋼Dに 1側踊/∝鶉働が5m汰で2%混じる。
しま森 切レト粒色
1研肥/Ж黒働に2 6YR3/N善鶏Dが 5%混じ貌 しまる。
シ,レト拙

層

層

　

層

０
コ

255号土坑

じ

一
C

α767.500

255号上坑 (1/20)お よび出土遺物 (1/2)

-61-
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第31図  106号住居カマド (1/20)
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第32図  106号住居出上遺物 (1/2、 61/4)
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1層 剛肥潟保働に101R4/614Dが 10%混じ貌 固くしまる。
シ,レト伍

2層 10N/∝需Dに Ю14t4/∝ Dが 40%混じ私 固くしまる。
シ,レト催

3層 101R2/3保簾)1こ 10YR4/6⑬が20%混じa固くしま&
シ,レト話 _

4層 10N/Ж詞働 1こ Iげ円7翻Dが 30蜘大で30%
姓 ・炭∬肋

"Ч

%混じる。固くしまる。うつレト魅

5層 101R2/∝鋼Dに ,044/614Dが 40%、 焼士が1%混じ貌
固くしまるちンレト杜

6層 10YR76⑬ に101R2/XttЮが20%混じる。しまれ

シ,レ阻
7層 1側電ハ保護Эに10m4/614Dが 40%混じる。固くしまる。
シジレ阻

8層 10YR2/餞需Dに 10YR4/61tDが 30%混じ私 固くしまる。
ンアレト魅

9層 10YR3/関嘲Dに 10YR4/6⑬ が10%混じa固くしま私
ラリレト魅

10層 lRtte ll14t5/80筆 )に 10YR4/614Dが 20%混じる。

固くしまる。物レト性
毘山 10YR5/8G尊動。固くしまる。切レト極

第33図 107a号住居 (1/40)

―-63-一
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融  10YR3/4ω黎うに251R4/89博 D的 ミ25%混じる。
しまる。ラクレト批

―  
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107a号住居カマド (1/20)
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第35図 107b号住居 (1/40) 107b号住居カマ ド
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第36図  107号住居出上遺物 (1/2、

一-66-―

3・ 4・ 8 1/4)
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1層 101R4/414D lこ 101R3/m増働が30%混じる 固くしま森 切レト粒色
2層 10YR3/mttD lこ loYR4/414Dが 20%混じ&固くしま私 功レト粒上
3層 101R3/MttDに 101R4/411Dが 10%、 焼土が1%混じ乙 功レト粒七
4層 10m3/関嘲Dlこ 剛腱/414Dが 5%、 焼土・月勤妨 1`%混じる。切レト極
5日 10YR4/414D lこⅧ鱈内ω摯∋が20%混じa固くしま&)レ ト粒丘
6層 10m4/414D Iこ 101R3/駅曙Dが 10%混じる。固くしまれ 功レト粒七
7層 10YR4/張働に10YR3/釧噛働が5%混じa固くしまる。カレト催
8層 頓け0101R5/К ttD。 固くしまる。功レト粒色
処山 10YR6/8(切 剣Dに 10YR5/∝封9が 30%混じな ,砕叡錮 くしまる。ンレト催

第37図  108号住居 (1/40)
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層

層

層

層

層

101R2/氏驚動に10YR4/49Dのポロボロした上が1～2噸太で5%、 焼土が2%混じ私 固くしま&切 レト粒丘
1倒躍海GttDに 10YR4/41tDのボロボロした■が 1～3噸太で2%、 焼土・周ヒ物が1%混じる。固くしまる。)レト催
1例磁海GttDに 101R4/411Dの ボロボロし旋量力ヽ 2～3蜘大で1%、 墳士が1%混じ&固くしまaラリレ畔佐丘
10YR3/佃嘲Dlこ 10YR4/49Dのボロボロした上が1～2噸太で2%、 焼土が1%混じ私 固くしまれ ンレト粒亀
1043/猟嘲Di鋤 2ヾ-20枷犬で5%、 101at4/414Dが 2%混じる。固くしま&カ レト粒色

A766800
(以下同)

Ａ

一

第38図  108号住居カマド (1/20)
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1293号ピット
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覆± 10颯7411Dに 1灘すKttDが 40%、 炭イ働跡厨勢ミ1%混じる 固くしまる。ンレト紙

%

第39図  1293号 ピット (1/20)お よび出土遺物 (1/2)
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108号住居出土遺物 (1/2、 6～81/4)
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第40図 108号住居出土遺物 (1/2、 11/4)
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I層 1鴎t(C断めに1殻士X黒働 が 5%、 10YR4/6(骨 が
3%混じ私 ややしまる。功 レト粒七

2層 10hR2/∝ 黒り に照 士(CttЭ が 30%、 101R4/61tDが

10%、 声 陽猜 1ヾ%混じaや やしまる。切レト粒亀
3層 101R2/3(黒 働 に1隅 (健掏 が 20%、 1側υ 61tDが
5%、 焼土が 5%、 周 じ物が3%混じる。
しまるるうηレト粧

4層 10釈〃嵌黒働 イこ101R3/頸暗Dが 40%、 1044/∝Dが
20%、 陀働 1ゞ%、 斑 P/J/1ヾ 2%混じる。

しま私 ),レ ト催

5層 QDp l殻 1((F封めに 1011t2/K票働 が 10%、 混じる。
固くしまる。ン レト牡

地山 10】Rν40離うに 101R2湾 ど尉母が 5%混じる。しまa
)つレト対伍士ュ

第41図 109号住居 (1/40)

-71-



奪

襲
祀

∞ |

104y2保働。しまりな晩 功レド鮭
10YR3/側増働 に101R3/災黒働 が 5%、 焼抄ミ10%、 脚 りが 5%混じ為 切 レト仏

Ａ

一

第42図 109号住居カマド (1/20)
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272号土坑

B

B

B′

Bf
……764400

1層  ,OYR3/興葺Dに ,OIR4/時 Dが 20%、 競■カミ10m犬で5%混じる。固くしまる。カレト粒七

第43図  272号上坑 (1/20)お よび出土遺物 (1/2) 109号住居出土遺物 (1/2、 9～ 12・ 141/4)

-73-―





く(1

媚
堀
媚
幅
緬
仙

瓢

101R4/411Dに 10YRF。 /6餞Dが 10%、 焼土レ銀じる 非常1鯉]くしまa功 レト粒上
10YR3/40欝働に10YR5/6GttD力肖射鮮粥0蜘犬で20%、 焼土が1%混じる。固くしまるL切レト極
10YR3/41EIDに 10YR5/∝封9カ湘勝卜制 mЛ沐で40%、 触 2ゞ%混じ&固くしま森 功レト極
10YR5/6修摯Эに10WR4/414D力 3`0%混じる。固くしまるる功レト粒色
10HR5/6● 幹9。 非翻錮 くしまる。切レ日陛L

10YR4/4$Dに 10YR3/2傑働が20%
推ヒ・粛物 Юヾ耐 歪 n,鋸じ&
しまる。ンレト性
10YR4/4⑬ に1011RZ/XttDが Ю%
焼土がlo～ 20的人で10%混じ私
しまる ヵレト粒色
10VR4/61tD。 固くしまる。ラつレト隷 ^

第45図 110号住居 (1/40) 110号 住居カマド (1/20)

―-75-―
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奥載郎
F

第46図 ■0号住居出土遺物 (1/2、 91/4)
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1287       トノノPT1286
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固乙じ混％咆噸

震

く |

1層 0向や 10m5/4(1こ飩嘲 に101R4/40Dが 20%、

地山 10YR5/4(la飩 嘲 。しまる。シ,レ畔上色

第47図 111号住居 (1/40) m2号住居 (1/60)
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ぬ I

バ
一

Ａ
一

ml

蠣
堀
媚
蜘

軸

1倒昭/3礎熊ひに10hR5/吠封動が 10%、 焼土が 1%混じa固 くしまれ 切レト粒丘
10m3/関嘲Dに 側踊/(剤働が 10%、 焼士が5%混じ&固 くしまる。シルト粒七
101R5/6こ難D。 固くしまる。ラリレト麟 ^

260号土坑

Ａ
一

A772400
(以下同)

1層 1043/嶼曙Dに 皿型湘保働が20%
101R4/614Dが 10%、 251R5/8∪り辞D
的 ミ7%混じる。ややしまる

シルト催
2層 10M∝Dに 1043/引暇Dが30%
混じ私 韓 しまふ ンレト粒上

3層 10m3/瓢暇0に創臣胸嘲 が20%
1044/614Dが 10%混じ森 固くしまる。

シ,レ脱
兇山 10YR5/6GttD。 固くしま私

ラつレト他
句

呵

―

ル

第48図 H2号住居カマド(1/20) 260号 土坑 (1/20)

-78-

112号住居出土遺物 (1/2)



<i

1層 撹乱

2層 1倒昭/4∝簾)に 10hR4/4∞ が 1～2蜘太で 3%、 焼土が1%混じる。固くしま&)レ 日笠丘
3層 10YR3/頸噂働に101R4/414Dが 1～2血大で7%混じ&固 くしまる。ン レト粒丘
4層 10hR2/よ黒働 に創馳/41tDが 1～15噸大で 5%、 焼土が 1%混じる。固くしまaン レトh■L
5層 瑚電ん僻攀ひに耐馳/414Dが 3%混じ私 固くしまる。切 レト粒色
6層 101R2/KttDに 101R4/41tDが 1～3蜘犬で 2%、 焼土・力期物 ミ1%混じ&固 くしま私 ン レ日笠丘
7層 Ш乾/3鰈攀)に 10WR7鋲働が 1～ 10山汰で 5%、 焼土・斑 酔妨ミ1%混じる。固くしまa)レ H笠色
8層 101R2/3CMDに 101R4/411Dが 1-2噸太で2%、 焼土・力対物 式1%混じ&固 くしま&切 レ日笠丘
9層 10YR3/3徹筆ひに1剛 1ヽ4Dが 1～ 2輌匝尊gl%混じ私 固くしまれ 切レト粒色
10層 1瑚 伊ヽ鞘つに1醐 414Dが 1～3山汰で 2%混じ私 固くしま私 カレト粒上
H層 101R3/NttDに 10m4/414Dが 7%混じ私 固くしまる ンレ阻
12層 Q♭0101R4/61tDに 10WR3/蜘 増Dが 1%混じる。非講錮 くしまる。)レト粒色
地山 10YR4/414Dに 10YR3/m書働が 3%混じる。固くしま&ン レト粒丘

第49図  113号住居 (1/40)

―-79-―
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1層 10YR3/関着Dに 101R4/411Dの ポロボロした土が 1～3唖太で3%、 1硯η 宅ё剖④が 1%、 働 1ゞ%混じる。固くしまるぃう,レト極
2層 1043/頸瑚働に10R4/4149が 1～2Ш犬で5%、 1研段ん‡蔚働が 1%、 繊■が 1%混じa固 くしまる。シル H笠色
3層 I例招潟C齢働に10m4/411Dの ポロポロした土が 1～3m武で 2%、 燐とが 1%混じる。固くしまるLう,レ ト檻
4層 10m4/<働 のボロボロした2-3ndOELlこ 皿用殉C欝⑤が 2%、 焼土が1%混じ私 固くしまれ ンレト粒亀
5層 10VR3/3備 叢)1こ 10YR4/414Dが 1麺猷で 3%、 焼土・角 ヒ物が 1%混じ&固 くしま私 切レト催
6層 10m4/414D lこ 10YR3/引 噛働が 2%、 焼土が1%混じ私 固くしま乙 功 レ酎笠色
7層 10YR4/(働 に 101R3/引 嘲働が 2%、 鋤 ミ3%混じる。固くしまる。ラ,レト催
8層 101R4/41tDに 10m3/蜘暇Dが 2%、 焼土が 1%混じ&固 くしまる。切 レト粒色
9層 10Y肥湘條攀)に 101R4/徽 Dが 2%、 焼土が2%混じる。固くしまる。ラリレH笠五
10層  10YR4/414Dの ポロポロした舒略mじ単嵯色 固くしまaシ ,レ畔上色

Ⅷ
第50図  113号住居カマ ド (1/20)

一-80-―
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113号住居出土遺物 (1/2)
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第51図 H3号住居出土遺物 (1/2、 3・ 61/4)
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I層 1殿■2保働 I」錐♭ 5ヾm六で 1%混じ&し まふ カレト伍
2層 1鵡Ⅲ31elDに 10YR3/X黒働 が 5%、 焼土が5山太で 1%混じ念 しまる。カレト魅
3層 101R3/判嘲働に 10WR彫ワ咆 が 5%、 101R5/∝ 黄働が 5～20蜘犬で2%混じる。しまaン レト粒色
4層 101R3/2(需 Dに 101R4/41tDが 10%混じ私 しまれ )レト粒上
5層 10釈741491こ 101R3/K黒働が 20%混じみ しまれ ラリレト粒七
6層  1047414Dに 1鴎16¢部⊃が20蜘汰で 2%、 増士が5m大で1‰混じる。しまる心カ レト魅
7層 10WR3/側封動に 101R5/КttDが40唖太で5%、 粛 ヒ物が 10m献で 1%混じる。しまる。カレト他
8層 101R3/K黒働 に 1鰐R骸℃由 が 20%混じる。しまる。ンレト粒色
9層 1鴎 ザヽGttDに 10YR3/Ж黒働 が 30%混じる。しまる。ンレH笠亀
10層 Qttp 101R5/駅 鶉Dに 10釈y4〈暗働 が 20%、 焼土・斑 働め 2ヾ%混じる。非講こ固くしまる。シルト粒色
地山 10鶴/亀等部Эに 10HR3/XttDが 20～50蜘人で10%混じる。固くしま私 功レト粒色

第52図  114号住居 (1/40)
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パ

一

ぼ

一

じ

一

770600
(以下同)

バ

層

　

層

　

層

　

層

　

層

層

　

層

　

層

　

層

101R5/6G卸働に,043/2偏部Эが5%混じる。しま&
ラつレト脱
硼質力保働13姓働ミ5膝 2%混じぶ しまる
う,レ阻
101R3/4Q期 に10WR4/61tDが 20%、 畑が Ю賦
で2%混じ念 しまる。功レト粒丘
10YR3/2保 働に101R5/6儀働が10%、 鋤 1ヾ0Dll

犬で2%混じaしまaカ レト粒上
10m4/6傘 D。 しまaン レト槌
10YR3/判管働に10m4/611Dが 10%、焼とが5皿犬で 1
%混じる。しまる。ンレト粒色
10YR3/KttDi畿 畑)ミ 5-15螂犬で15%混じ為しまる。
ツⅢレ阻
剛門/X黒働に10R5/∝到Dが 5～10硼大で
3%混じる。しまる。ンレト鰍 ^
祀RttQ騨動1こ 10YR5/6償 働が10%、 焼とが
10唖たで2%、 歩イレが5ばで2%混じる。しまる。
シ,レト性
101R3/31elD ia走 ♭ 5ゞ-10剛犬で3%混じaしま
る。ンレト仏
1044/2似資Dに 10m4/69働 が10%、 触 ヾ
15m伏で3%混じ念 しまる。シルト粒色
101R3/81e4Dに 1044/朗Dが 2%、 焼とが5剛大で
骸幅じ私 しま私 功レト粒色
101R3/1嘲 。しまりな眺 カレト粒上
10YR3/岡暗Dに 10HR76⑬ が5%、焼士が5%混じる。
しま乙 )レト杜
75R4/61/n¢蕩七日こ1042/20酢 Dが 20%混じるぉし
まりな晩 切レト粒上
101R3/躙暇働に10YR4/614Dが 5%混じる。しま為
うリレト杜
10R7弱めに1043/引暗Dが35%混じる 粘艦なし
しまる。ンレ畔上L
51R4/6篠働に1044/偕Dが 10画大で3%混じる。
しまる。カレト粒色
10YR8/3醐 嘘 しまりな晩 ンレト粒上

層

層

　

層

σ
一

10層

H層

12層

16層

17層

18層

19層

第53図 ■4号住居カマ ド (1/20)
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3

114号住居出土遺物 (1/2、 2・ 3・ 121/4)

4

Ｙ
Ｙ
胤

電
第55図
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‐

υ

1層 10N/3Ca4Dに 1043/判啓Dが 30%、 1044/614Dが 10%、 焼土・ウ期防 ミ1%混じ&し ま貌 功レト粒色
2層 101N/よ驚動に 101R4/∝ Dが 30%混じる。ややしま茂 切 レト粧
3層 101R2/3偏護Эに101R3/4嘲 が40%、 焼土が 10%、 斑 ヒ劾 Ч%混じる。しまれ うつレト粒色

4層 凧電胞徐兼Эに 10HR4/614pが 30%、 焼土が1%混じる しま&切 レト粒五
5層 0晦や 1043/NttD Iこ 10N/よ黒Юが10%混 じa固 くしまる シルト粒色
laL 1043/軸嘲めに 10Ч吻 8傑働が20%混 じる。ややしまる )レ阻

114号住居出土遺物 (1/2) H5号住居 (1/40)
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Ａ

一
昼771500
(以下同)

270号土坑

Ａ
一

バ

一

バ
771.900

1層 1鴎子ヽ律熊)に 10YR4/6149が 15鍬 焼土が1%混じ私 しまる。
うリレト伍

2層 1044/414D lこ 1043/興嘲Dが20%混じる。しまる。ンレト粒七
地山 1044/∝働に10m5/КttDが30%混じる。しまる。)レト粒色

115号住居出上遺物 (1/2、 11/4)第57図  115号住居カマド(1/20) 270号 上坑 (1/20)
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一

一

条 ヘ

′
層

　

層

　

層

ら7■300
(以下同 )

10釈 2カ 保働 に 101R3/4錦欄 が 10%、 域土労ヾ

3%混じ私 ややしまる カレト粒上
1側Ry26即動に 10Ⅵも/40許Dが 30%、 敷壁が
3%混 じる。ややしまる。),レ ト粒上
1帆馳/ЖttDに 104ノ囃鵞が20%
1鴎|((噂Dが 20%、 競とが 5%
炭化波が3%混じる。ややしまれ )レ ト粒丘

4層 10壁す■保働 に 1倒R3/蜘噌働が30%
10熙/も9動 が 10%、 客と働 5ヾ%、 粛 陽猜ヾ

3%混 じる。ややしまる。功 レト粒七
5層 10職す3teFDに 1熙ヽ爛 が20%
101R3/4G鉢 砂が 20%、 燐よが 10%

労 働猜 5ヾ%混じる。ややしまる。功レト粒色
6層 101R3/刹噌働 に101R2/災襄働 が 10%、 焼土が

3%、 河 レ

"ヾ

1%まじる。ややしまる
シ,レト伍

7層 10hR2々 停静ひに1熙  《儡翻 が 20%、 燐土が
2%、 月 ヒ物が 1%混じる。韓 しまれ
シ,レト批

8層 I鴎 |(徹禁ひに 101R4/∝働が 40%、 焼土が
10%、 脚 物 1ヾ%混じム ややしま私
シ,レト拙

9層 101R3/躙増働に 1側馳/6幅が 30%、 焼土が
5%、 蕨靴″が 5%混じる。韓 しまる。
う,レト極

10層 INキ《的 に10Mも∞ が 40%、 鋤 ゞ
1%混じ私 ややしまれ カレト粒上

■層 101R4//6149に 101R3/興着Dが 20%、 焼働ヾ
1%混じる。ややしまる。)レ ト粒七

12層 I醍,2保働 に101R3/4儲 働 が 30%、 焼土が
3%混 じる。ややしまる。カレト他

13層  10LRレ宅(黒り に 10釈7611Dが 30%
焼土 河 ヒ物が 1%混じ茂 ややしまる。
シ,レト仏

14層 10颯y4G禁つに 101R4/偕Dが 40%、 脚 監物が
1%混 じる。ややしまる。カレト粒色

15層 a訪縛 1関  (礎簾♪に10iR5/40a飩 嘲 が
20%、 10YR4/6(働 が10%混じa固 くしまa
シルト魅

16層 G占閑 101R3/蜘曽Dに 10釈76∽が3%
101R2/X黒働 が 1%混じる。固くしまる。
シルト魅

地山 10毀イ61tDに 101R3/頸 噂Dが 10%混 じ貌
しま&シ ルト粒色

第58図  116a号住居およびH6b号住居 (V40)
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馳  101R2/3鰈静Dlこ 10YR3/4徹 齢動が 30%、 鋤 5ゞ%
梵 陽拗ミ1%混じる 韓 しま私 功レト齢 、

Ｃ

一
⊆770700
(以下同)

第59図 ■6b号住居 (V40) 116号住居カマド (1/20)

一-89-一



第60図  ■6b号住居集石部 (1/20)

一-90-―

116号住居出土遺物 (1/2)



/ヘ

⊂ぢ

第61図 ■6号住居出土遺物 (1/2、 7・ 81/4)
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<|
1層 1祀 /8G黒働 に10XR4/∝働が 5～ 10蜘大で 5%、 焼土が5-20噸大で5%混じ私 固くしまれ カレト粒色
2層 I研膨 宅G尉動に 101R3/頸 曹③が15%混 じる。固くしまれ 功レト拙
3層 1側田胞條婚)に 10釈7/4(に創 準器)が20m大で 2%、 焼とが5～10山大で 1%混じる。固くしまる。功レ畔笠丘
4層 10YR2/氏需Dに 10YR7/6(明 黄Dが 6唖太で2%、 月 働榜ミ10画大で2%混じる。固くしまる。う少レト粒七
5層 10釈 73鶴攀Эに 101R4/614Dが 10%、 焼土が 5～20蜘大で2%混じ私 固くしま私 ン レト粒L
6層 1011t3/K黒働 に 1倒V614Dが 15%、 煉士が30Щ大で 2%、 炭イレ

"ヾ

5-30 mⅡ沐で 2%混じる。固くしま貌 ン,レト槌
7層 10駐,X黒働 に 101R4/611Dが 5%混じる。しまれ 刀 レト性
8層 7 roR3/劉善璃Dに 75R4/К湘が20～30蜘大で 10%、 1044/∞働が10%混 じる。しまる。勿レト粒色
9層 G♭0と鴎 /亀餞攀釧靴 ・″期働勿10%混じる。非常に固くしま私 功レト社色
兇山 1側V614D。 固くしまる。)レト粒色

‖考

第62図 ■7号住居 (1/40)

―-92-―
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1層  10WR2/3(黒働に10報V414Dが 3%、 拗壁が 1%混じる。固くしまる。
ソⅢレ阻

2層 101R3/靭喘働に104749動 のボロボロした土が1-4蜘大で5%
競■労Ч窺 じる。固くしまれ カレト極

8層 10WR3/釧喘Dに 101R4/3(1♂ 飩嘲 が5%、 焼土が1%混じる。
固くしま為 切レト1笠色

4層 101R3/蜘噌働に75a4/梃Dが 5%、 勉 ミ2%、 月陽妙ミ1%
混じる。固くしまれ ンレト粒上

5層 7 aR4/414Dに 10YR3/引君Dが 3%、 焼土が3%混じる。
固くしま私 ンレト地上

第63図 117号住居 (1/40) 117号 住居カマド (1/20)
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117号住居出上遺物 (1/2、 5・ 61/4)
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(以下同)

パ

j糧
1盤携縄矧援1解筋優日ぶ鍔擁講 響ぎ疼雲窃け亀遅

くしまa)外他
3層 nM々 保働に1014t骸 3Q兼うが15%混じる。固くしま乙 刀レト粒丘

彊磁雷詫韻櫂鐵魁鞠騨麺鷲
伍

9層  101R4/3(I霞 燕平専④に101R3/Ж黒働が5%、 顔壁が 5蜘大で2%混じる。固くしま乙 功レト隷 ヽ
10層  101R4/414D I鋤 5ヾ蜘人で2%混じる。固くしまる。功レト粒亀
■層 10釈7611Dに 1職fl G⊃ が10m武で2%混じる。固くしまる。ンレト催

::鷺圏:膨識          
しまれ切レ小極

峰:睡麟IM綸§争学1催艶爵J嬌畑謡鳥慎蟹1髭隆陥くしま為瘍槌
20層 I鴎キ2S誰ひに10YR4/614Dが 5m犬で 1身鋸 じる。功 レト粒七
21層 I鵡■2伊静動。固くしまる。物レト檻

纏陪麗1懃鄭靱鄭替ヨ鰻荊レ紗
25層 1倒硝/3(1こN瑚 。固くしまる。ン レト仏
26層 lR0 10釈γ6曲 。非常に固くしまa切 レH生丘
地山 101R5/6G割 働。固くしまる。功 レト極

第66図 118号住居 (1/60)
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1層 1働馳/X需④に1側V4G齢⊃が10%、 焼土・粛ヒ物が5%混じ私 ややしまる。)レト拙
2層  101R2/3(黒 働に101R3/46齢 Dが 10%、 域■が 10%、 斑ヒ物が5%混じる。韓 しまる。う,レト催
3層 Ю釈〃86蔚動に10YR3/4●齢Dが 10%、 焼土が30%、 成イ鬱カミ5%混じる。しまる。シつレト魅
4層 10hR2/Ж黒働に101R3/頸尊Dが 20%、 触 ミ40%、 舅働

"ヾ

5%混じる。ややしまる。うつレト催
5層 10N/∝需④に弱赴が50%、 抜J鬱が 30%混じ私 幹 しまるちうつレト粒七
6層 101R2/XttDに 101R3/興嘴Dが 20%、 脚ヒ物が40%混じ親 ややしまる。カレト粒亀
地山 101R4/61tDに 1043/4嘲 が2%混じa固くしまる。カレト催

118号住居 (1/60)297号 土坑 (1/20)
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層

　

層

　

層

層

金床石

1011t4/30銀 導朝 に101R5/6咆 がЮm沐で 5%
増■が 5°/Sじ乙 固くしまれ ン,レト性
1倒馳力伊碑熊ひに 10YR5/∝ 到鍮が 5～ 10m犬で 25%

壇主力ゞ 5跨昆じる。しま&うつレト粧
101R3/2鰈拳ひに10YR6/m呪剰働が5脚大で2%
競■が 5噸太で 15%混じ森 固くしまる。ン レト触

10YR3/31e4Dに 10YR5/6餞 働 が 5コけで 15%

焼ヨ肘 Ш沐で 3%混じ私 固くしま乙 ン レト粒色

10YR4/414Dに焼上が5山大で2%混じ乙 固くしまる。

シ)レト脱

10YR4/3(に識 晰鋼Dに 1研硝お GttDが 5山太で5%
焼土が2蜘汰で 2%混じる。しまる。ラリレト粒丘

101R4/X灰卸④に1045/∝封動が 5m大で2%混じる。
ポロボロともろしヽ カレ料笠五

1倒昭力 G黒緻 。ボロボロともろしヽ 切レト粒七

10WR3/30欝④。ボロボロともろしヽ 勤レト粒亀

第68図 ■8号住居カマド (1/20)お よび出上遺物 (1/4)
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第69図 ■8号住居出土遺物 (1/2、 6・ 91/4)
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第70図 118号住居出土遺物 (1/2、 141/4)
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〇〇卜ωトト「和判

<I

1層 10YR3/頷増働に 101R2/1忠斡が,0%混 じる しまる。カレト粒上

床面 101R3/州嘲働に 101R2/1C郵 が3%混じる。画くしまる。ンレト粒上

地山 101R3/州嘲働に1職■19eが 3%混じる。固くしまる。ンレト粒色

第71図  119号住居 (1/40)お よび出土遺物 (1/2)
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1層

2層

3層

ll■L

1研田海GttDに 1倒馳海伊鷲D力 1`0%

焼土が40%、 炭他物が5%混じる。

しまりな硯 ンレ阻
251R3/6ぐ埴あい篠Эα以策」ユこ

10YR3/頸疇Юが10%混じ乙
しまりな悦 切レト粒上
101N/39肇 Dに 1043/3mttDが 5%

焼土が20%混じみ しまりな硯

シ,レ阻
1げnV4(働 。非常肥固くしま私
シ,レ阻

1層 101W/2候兼)に 1047411Dが 10%、 焼土が2%、 炭Tヒ物が1%混じる。しまる。ンレト粒色

2層 101R2/ЖttDに 101R3/判嘲④が10%、 loYR4/414Dが 10%、 焼土が5%、 炭イ鬱

"ミ

1%混じる。しまる。ンレト杜

3層  101Q/3伊部〕に10釈γ41BDが 20%、 焼とが10%、 蕨イレ

"ヾ

6%混じ為 韓 しまる。う,レ騨生色

4層 101R2/∝黒働に101R4/張Dが 30%、 焼とが3%、 粛助榜ミ10%混じ為 しまる。切レト粒丘
5層 10N/3保護Dに 1044/40め が20%、 焼土が2%、 成イ鬱

"ゞ

2%混じる。しまる。ンレト批
6層 湖肥胞C討鍮に101R4/張働が10%、 焼土が50%、 月働妨ミ5%混じ森 ややしまる。切レト粒亀
7層 10N/3侯攀)に 剛翻閃$⊃が20鎌 焼土が20%、 梵ヒ嚇ЧO%混じる。しまる。ンレト粒色
8層 剛肥々 保働に10YR4/(働 が10%、 焼とが10%、 粛ヒ物が10%混じる。ややしまれ ンレト粒七
9層 10N/ЖttD l鋤 5ゞ0%、 房ヒ物が1%混じれ しまる。)レト粒丘
10層 1042/2保働に10YR4/∝働が10%、 焼とが5%、 舅口隊周%混じる。固くしま&ン レト粒色
‖層 101R2/3笛兼Эlこ 10YR4/祇働が10%、 焼土が1%、 声 9"周 %混じる。しまる。)レト粒五
12層 ωイ肥胸偏護Эに10YR7614Dが 20%、 焼走が2%、 斑物 式5%混じる。ややしまる。功レト粒七
13層 �肥湘G諄砂に10YR4/414Dが 30%、 焼土が1%、 周陽めヾ 1%混じ私 ややしまる。切レト粒上

14層 lFm lmォ生ltDに 10YR3/4僻雑)が 10%混じる。固くしまる。功レト粒色
地山 10YMお 14Dに 101R3/蜘増Dが 10%混じる。固くしま私 ンレト粒色

第72図  120号住居 (1/40)
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第75図  120号住居出上遺物 (1/2)
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第76図 掘立柱建物 (1/80)
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770500

バ

1サ・v 101R2/1條つ1こ 101Ry4(醐が

」筆之ど鞘坊紆ギ遥曾写じる。

ポイ織酔紹靡
5%混じる。しまる。,つレト粒色

227号土坑

Ａ
一

帽絲謗端辮 4脳
ミ
催 。

シ,レト継

220号土坑

バ

770300

バ

バ
．　
　
８００
バ
．

1層 10m2/1∞に10は子ヽtttDが 30%、 101R4/6149が 10%、
χヒ物が5%混じる。しまる。功レト催

地山 I鴎十ヽC攀砂に上側W/3と黒働が30%混じる。 固くしまる。
シ,レトをとL

223号土坑

771000
バ

帽1絲麹鸞樫囀 融ゝゞ
225号土坑

Ａ
一

８。０
バ
．

Ａ
一

Ａ
一

パ

I層 101R〃 2傍認Dイこ75磁ア39Dが 20%、 7 5YR4/4
(働 が 5～10嗣大で 5%混 じる、固くしまる。
ン,レ ト壮』ヒ

Z層
統脇篭聖易4脚孵 響像ι望雹。
シルトК掴ヒ

乳鞘騨夢け牌 追じ野
Hお釈

封如 75】宝7614Dに 75】V4徊 が 20%、 イ5ЧVl
に骨が5～10m大で1%混じる。
非常に固くしまる。シルト粒七

226北坑

頑1    麟1屋祭
224号土坑

1層 75釈3/36摯 Dに 7 5YR3/20肇Dが 10%、 751R4/4
149が 10～50m献で 3%、 7 5YR4∝Юが
20～ 50回大で3%混じる。しまる。シルト魅

地山 75熙
'ヽ

lt9イこ75熙チ踊Dが 40%混 じる。
非常に固くしまる。功レト粒丘

228号上坑

③

▲

バ

墨771600

1層 751R4/3(働 に7 5YR4/4⑬が 20%、 75釈
7611Dが 5～15四伏で 3%、 炭化物が 1%

畑 η綸 6務 彪帝 紹 脇 %、 .駅
7311Dが 3%混じる。非常に固くしまる。
ラつレト堆立土必

229号土坑

1層 101R4/X働 に10RJ/託れが30%混 じる。しまる。勁レト他
2層 Юttν4鶴維脚こ101R4/6∽ が 20%、 101Rb/8帥 力` 2%、 綾■が 1%混じる。しまる。シリレト継
3層 101R3/釧暗Dに 剛M/611Dが 20%、 104,t由 が10%混 じる。しまる。切レト魅
4層 10猟y4(H酎働に 1働躍/6rtDが 5%混じる。ややしまる。切レト他

兇山 1限78債掏 。固くしまる。切レト粒 L

249号上坑

第77図 平安時代の上坑 (1/40、 11/2)
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第 5節 120号住居出土土師器付着物の自然化学分析
パリノ・サーヴェイ株式会社

1. はじめに

山梨県北巨摩郡明野村浅尾争梅之木に所在する梅之木遺跡は、茅ヶ岳西麓の標高760m～ 780mの山麓斜面に位

置している。本遺跡は平安時代後半、 9世紀中頃～■世紀初頭の集落跡とされており、竪穴住居跡や掘立柱建物

跡、土坑などが検出されている。

本報告は、当遺跡から出土した不明物質が付着した土師器小皿について、不明物質に文字等が書かれているか

を検証するために実施した赤外線撮影の成果報告である。

2.資料

撮影対象資料は、梅之木遺跡から出上した土師器小皿の内面に付着した不明物質である。

3.分析

赤外線撮影は、株式会社東都文化財研究所の協力を得た。なお、赤外線撮影は、暗室状態下において、文化財

用赤外線ビジヨンカメラシステム (IRRS 100)お よびデジタルカメラ (DFC 707)を用いて実施する。

4.結果

土師器内面の赤外線撮影状況を写真図版10に示す。また、当図版には比較資料として通常撮影状況も合わせて

示した。土器や木製品などに顔料や墨などで文字等が描かれている資料に対し赤外線撮影を行うと、これらは赤

外線を吸収し黒く写る。今回はこの原理を応用し、土師器内面付着物における文字の有無の検証を行った。

赤外線撮影の結果、土師器内面の口縁部周辺の付着物が認められない部分は黒く写った。一方、付着物部分に

は、文字と考えられるような痕跡は検出さ絶なかった。なお、上師器内面の日縁部周辺の黒色部分は、土器表面

に塗布された何らかの顔料に反応したためと考えられる。
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第 4章 縄文時代の遺構 と遺物

第 1節 竪穴住居跡と出土遺物
本遺跡で検出された縄文時代の竪穴住居跡 4軒について、以下に報告する。住居床面積は住居実測図の壁下端

あるいは周溝の内側でプラニメーターを用いて計測した。

縄文 1号住居 (第78図～第80図、写真図版 8)

位置 El区 東端に位置する。

規模・形態 耕作によると思われる削平をうけており不明。

施設 石囲炉を検出した。ピットを3基検出した。

時期 曽利V新式期と思われる。

調査所見 削平をうけて壁面が失われている。炉石も一部が不自然に浮き上がっていることから床面まで削平さ
れているようである。 3基のピット以外に柱穴は検出されなかった。炉の南側で深鉢の底部が正位で出上したが、

これは攪乱をうけて浮き上がってしまった埋甕とも考えられる。

縄文 2号住居 (第80図、第81図、写真図版 8)

位置 El区 中央に位置する。

規模・形態 直径4.lmの 円形。床面積12.9m2。 竪穴は深さ32c41を 測る。

施設 住居中央北寄りで炉を検出した。床面でピットを3基検出した。

時期 曽利Ⅳ新式頃と思われる。

調査所見 床面で検出されたピット (PT1288、 PT1289、 PT1290)の床面からの深さは25cm、 24cm、 26clnであ
る。炉内には礫は見られなかったが、住居中央北寄 りの位置と覆土中に焼土が混じっていたという点から炉と判

断した。住居西寄りの床面から10cm上で深鉢が出土した。

縄文 3号住居 (第82図～第87図、写真図版 9)

位置 E2区 北端、118号住居に切られる。

規模・形態 直径6.Omの 円形。床面積9.9m2。 竪穴は最大で深さ32culを 測る。

施設 住居中央東寄りで炉を検出した。壁沿いで周溝を検出した。床面でピットを6基検出した。西の壁沿いで
埋甕 (第 83図 2)を検出した。

時期 曽利Ⅳ古式期から曽利Ⅳ新式期頃と思われる。

調査所見 ■8号住居の西壁および床面に切られている。炉は底面が被熱、焼土化しており覆土中からは拳大の

礫が出土 している。床面で検 出された 6基の ピッ ト (PT1356、 PT1357、 PT1358、 PT1359、 PT1360、

PT1361)の深さは24clll、 31cm、 61cm、 29cln、 26cll、 24cmであり、このうちPT1358の 1基が直径も大 きく深い。

これらの 6基のピットが柱穴であると思われる。

縄文 4号住居 (第88図～第92図、写真図版 9)

位置 E2区 北端、118号住居に切られる。

規模・形態 平面形は不明。検出面から床面までの深さは最大で18cmを測る。

施設 石囲炉を検出した。床面でピットを6基検出した。
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時期 曽利Ⅲ式期 と思われる。

調査所見 地山とほとんど変わらない覆上であったため遺構の確認に手間取 り、壁面の検出ができなかった。炉

は四方に石を持つ石囲炉で北東側 と南東側が割れている。底面が被熱、焼土化している。床面から出上したピッ

ト (PT1365、  PT1366、 PT1367、 PT1369、 PT1370、 PT1371)の 深さは77cm、  87cm、 74cm、 73cm、 18cm、 60cm

である。PT1370は■7号住居に切 られているため残 りが悪いが、縄文 4号住居の床面からの推定値は54cmに なる。

床面上約 3 cmか ら15卿で16点の黒曜石 と4点の自色石英が出上した。黒曜石 2点 と4点、白色石央 4点がそれぞ

れ接合している (89図 3,4、 90図 9～ 12、 91図 18～ 21)。 本住居からは石器や未製品の出上がなく石器製作址と

は考えられず、多くのまJ片や石核が住居の東側に半円形に分布 していることから壁に沿って意図的に置かれたも

のと推測される。また117号住居覆土中から石質の酷似する黒曜石が 1′ミ出土しておりこれも図示した。 (91図 17)

第 2節 その他の遺構 と出土遺物
1号埋設土器 (第92図 )

位置 E2区 北側、116号住居の南に位置する。

規模・形態 長軸38cm、 短軸30cm、 深さ22cmの楕円形の掘り込み。

時期 曽利V新式期頃と思われる。

調査所見 上器は正位に埋設されている。底部は欠失しており上面が削平されているため口縁部の状況は不明。

周辺に住居の存在を想定させる柱穴や炉址は検出されなかったが耕作によると思われる削平を受けているため、

屋外埋設土器であるとは断定できない。

230号土坑 (第93図 )

位置 El区 西端中央に位置する。

規模・形態 直径1.lmの円形。深さは62cmを測る。

時期 曽利Ⅳ式頃と思われる。

調査所見 覆土上層で深鉢の底部と拳大の礫が出上した。

1号集石 (第93図 )

位置 E2区 北側、116号住居の南に位置する。

規模・形態 長軸1.lm、 短軸76cmの楕円形。深さは22cmを測る。

時期 出土遺物がなく、時期は不明である。

第 3節  遺構外出土遺物

縄文時代のものと思われる遺構外出土遺物を報告する。94図 1～ 10は縄文時代早期の押型文土器である、すべて

E2区北側からの出上であることから、E2区内の時期不明の遺構には当該期のものも存在する可能性がある。

第 4節 遺物観察表
第 4章第 3節までに報告した出土遺物の観察所見を報告する。観察表は以下のとおりである。

第 8表 縄文時代・弥生時代 。その他の時代の上器・土製品一覧

第 9表 縄文時代・弥生時代の石器一覧
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230号土坑
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第93図  230号土坑 (1/20)お よび出上遺物 (1/2) 1号集石 (1/20)
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第 5章 弥生時代の遺構と遺物

弥生時代の遺構は土坑が 5基検出された。このうち 4基を図示した。時期不明の遺構には当該期のものも存在

する可含を性がある。

第 1節 土坑 と出土遺物
315号土坑 (第96図、写真図版 9)

位置 E2区 北側、117号住居に切られる。

規模 。形態 長軸2.7m、 短軸2.3mの不整楕円形。深さは1.6mを測る。

時期 弥生時代前期と思われる。

調査所見 ■7号住居の南西隅部に切られている。上層には 2 mm～ 10mm大の炭化物が混入しており、最下層の上

は厚く堆積している。底面には人頭大以上の大型の礫が多数出上した。

318号土坑 (第96図、写真図版 9)

位置 E2区 北側、■6号住居の北西隅に位置する。

規模・形態 長軸2.7m、 短軸2.6mの 円形。断面は悟鉢状を呈し深さは1.9mを測る。

時期 弥生時代前期と思われる。

調査所見 上層には10mm大の炭化物が混入しており、最下層の覆土は上層のものよりしまりがやや弱い。土器以

外には拳大の礫が数′ミ出上したのみである。

322号土坑 (第97図、写真図版 9)

位置 E2区 北端、縄文 4号住居と重複する。

規模・形態 直径1.4mの円形。深さは28cmを測る。

時期 弥生時代前期と思われる。

調査所見 覆土は褐色上が混じる暗褐色上の単一のもので、人為的に埋め戻されたと推測される。覆土上層から

中層で扁平な礫 2点が、中層から下層にかけて条痕文土器片が出土している。

327号土坑 (第97図、写真図版 9)

位置 E2区 北端、117号住居の東に位置する。

規模・形態 開日部の長軸1.lm、 短軸0,9m。 最大幅の長軸1.2m、 短軸1.lm。 深さは44cmを測る。

時期 弥生時代前期と思われる。

調査所見 断面はフラスコ状を呈している。最下層には地山起源と思われる褐色上が堆積し、これは崩落した壁

土と推測される。上層から中層の覆土は水平に堆積している。

第 2節 遺構外出土遺物
遺構外から条痕文土器が出上している。平安時代の住居覆土からの出土もあることから、後世の遺構により失

われた遺構 も存在していた可能性がある。

第 3節 遺物観察表
第 5章第 1節 までに報告した出土遺物の観察所見を報告する。観察表は以下のとお りである。

第 8表 縄文時代・弥生時代・その他の時代の上器・土製品一覧

第 9表 縄文時代・弥生時代の石器・石製品一覧
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第96図  315号・318号土坑 (1/40)および出上遺物 (1/2)
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第 8表 縄文時代 。弥生時代 。その他の時代の上器・土製品一覧
図版番号 んヨ ガU 胎土色調 残存す 曇窪圭(宜 特徴 、 出土位 置、 胎土管 な ど
79511 綴 支 土 器 7_5YR 5/6 縄 )(■

'デ
1王イ

縄文 1号住ラ
工 よ り出三二、 出二 1立直 が r9男デぇ る と理 甕 力ゝ

79湮]2 文 土 器 10Y民 5/6 上 よ り出土 、 曽利 V式
79図 3 文 土 器 7_5YR 3/3 翻ヽ覚片 綴 文 1号 住 炉 内 止 り 出 土 、 曽 利 V
79岡 4 絹 笠 土 器 7_5YR 5/6 月ヽ 破 片 縄 文 1 ・1三炉 肉 よ り 出 上 、 曽 利 Vコ
79凶 5 縄 文 土 器 10Y民 5/4 編 文 1 土 よ りとし上 、 曽利 VΞ
79図 6 縄 支 土 器 5YR4/6 ′卜祠壁片 縄丈 1号住炉 内よ り出上、 曽利 V式
79図 7 丈土器 5Y民 4/6 縄 文 1号 住 疫 土 よ り 出 土 、 加 曽 利 E4式
79図]8 文 土 器 10YR 3/3 刊ヽ覚片 編 文 1号 住 覆 土 丈 り 出 土 、 加 曽 利 E4式 P

79瞬耐9 編 支 土 器 10YR 4/4 破ヽ 片 縄文 1号住炉 内よ り出上、加 曽利 E4式
79じ型10 縄 文 土 器 10YR 3/3 112 細 文 1号 住 覆 土 よ り 出 上 、 加 曽 不uE 4式
795珂 1 綴 支 土 器 7_5YR 5/4 縄文 1号住覆土 よ り出上、加 曽利 E4式
81図酎1 文上器 10 Ylt 7/4 覆 土 中 よ り 出 上 、 推 定 底 径 4.6卿 、 ミニ チ ュ ア 土 器
81回]2 10YR 6/4 ほぼ 完 形 1_400 日 径 20_Ocm^編 支 2号 住 磨 土 止 り 出 土 、 曽 利 IV式
83じ珊] 編 笠 土 琴 7_5YR 6/4 2/3 910 口a■ 9.8cln、 君【清子24.8cm、  芝整イ登6.9cm。  曽禾UV式
83瑳釘2 縄 文 土 器 7.5YR 6/6 ,ユ t貧元 形 1.800 口径 21.6cm、  器 高 27_7cm、  魔径 8_5cm^ 埋 審 、 曽利 IV=荒
84腰耐1 綴 支 土 器 10YR 6/4 922 縄文 3号住覆土 よ り出上、 曽利 IV式
84艤]2 縄文土器 10Ylt 5/4 1/4 675 縄 文 3号 住 獲 土 よ り 出 土 、 曽 利 Ⅳ 式
84屡]3 緑 文 土 器 10YR 7/4 1/2 216 口径 11^2cln、 器 高 15_lcm、  廃径 5_2cm^ ギ尊不IIIV式
845耐 4 編 ☆ 土 器 10YR 5/3 ほぼ完形 655 口径 13.8伽、器高 19,7cm、 底径 7.Oclll。 曽利Ⅳ式
85協Шl 縄 文 土 器 10Ylt 6/4 1/4 400 練 文 3号 住 覆 土 よ り 巴 上 、 曽 利 V式
85図 ヨ支 土器 5YR5/6 縄文 3号住覆土 よ り出上、 曽利 V式
85艤]3 文 土 器 7.5 Ylt 6/4 縄 文 3号 住 疫 土 よ り 出 土 、 曽 利 I式
85膠]4 文 土 器 5YR 6/4 刊ヽ更片 118 綴 文 3→ 住 覆 土 よ り 出 上 、 曽 利 f式
85同 5 縄文土器 5YR 7/6 万ヽ 破 片 縄文 3- 住覆土 よ り出土、土偶 の脚か
85凶 6 縄 文 土 器 5Y民 7/6 綴 文 3- 土 よ り 出 土 、 曽 利 IV式
855耐 7 ヨ支 土器 OYR 7/6 縄文 3;住 覆土 よ り出土、 曽利Ⅳ式
86Σ]1 文 上 器 OY民 5/4 縄 文 3考 仁 疫 土 よ り 出 土 、 曹 利 Ⅳ 式
86図 2 文 土 器 5YR 6/6 翻ヽ更片 綴 支 3号 住 看 土 止 り 出 上 、 曽 利 TV式
86屋]3 縄文土器 5YR 6/6 刻ヽ 破 片 縄文 3- 庄 覆 土 よ り 出 土 、 曽 利 IV式
86懐J4 縫 文 土 器 5YR 6/6 緑 文 3号 住 土 よ り 出 土 、 ミニ チ ュ ア 土 器
86図 5 ミ支 土器 OYR 4/4 ′卜利壁片 縄丈 3号住覆土 よ り出上、 曽利Ⅳ式
86図 6 文 土 器 OYlt 6/4 縄 文 3号 住 疫 土 よ り 出 上 、 曽 利 Ⅳ

=865]7 文 土 器 5YR 5/6 コヽ曳片 綴 支 3号 住 覆 土 よ り 出 上 、 曽 利 rV
86屁]8 縄文土器 OYR 5/4 月ヽ 破 片 縄 文 3- に覆 土 よ り鮎上 、 曽■ldIV式
86じ]9 練 文 土 器 OYR 6/4 編 文 3- 住 覆 土 よ り LL上、 曽 利 IV式
865珊 10 ミ笠 土器 5YR 5/4 136 縄文 3号住覆土 よ り出上、 曽利 IV式
87嵯dl 文 土 器 OY民 7/4 破ヽ 片 縄 文 3号 住 覆 土 よ り 出 上 、 曽 利 Ⅳ 式
92彊里 1 文 土 器 7_5YR 6/6 、コ壁片 綴 支 4号 住 磨 土 止 り 出 上 、 曽 利 frT式
92屁]2 縄文土器 7.5YR 7/6 小破 片 縄 文 4- I王後 上 よ り出三二、 曽不u lllデ
92医∃3 組 文 土 器 10YR 7/4 編 文 4号 住 覆 土 よ り 出 土 、 曽 利 Ⅲ
92E珊 4 絹 笠 土 碁 10YR 7/6 ′卜利▼片 縄文 4号住覆土 よ り出土、加 曽利 E3～ E4式
92陸釘5 縄 文 土 器 10Ylt 7/6 破ヽ 片 緯 文 4号 住 覆 土 よ り 出 上 、 加 曽 利 E3～ E4Ξ
925珊 6 編 文 土 器 7_5YR 4/4 、羽受片 縄文 4号住覆土 よ り出土、加 曽利 E3-E4
92彊]7 縄丈上器 OY民 7/6 縄 文 4号 仁 覆 土 よ り 出 土 、 加 曽 利 E3式
92匠∃8 編 文 土 器 7_5YR 5/4 1/2 1_230 曽 利 Vテ
935珊 1 縄 笠 上 器 5YR7/6 月ヽ破 片 曽不UIV式
94じ41 縄 文 土 器 7.5Y民 6/4 山 形 岬 型 文 、 113住覆 上 よ り 出 上 、 絹 文 時 代 早 期
945珊 2 雲支 土 碁 10YR 7/4 山形押型文、■7住覆土 中 よ り出上、縄文 時代早期
94じ]3 文 土 器 bYK O/6 山 形 却 型 文 、 117仁覆 土 中 よ り 出 上 、 経 文 時 代 早 期
94匝雪4 文 土 器 5YR4/6 山 形 押 型 支 、 綴 支 時 代 早 期

94優]5 縄文土器 10YR 6/6 月ヽ破 片 山形押型文、縄文 4号住覆土 よ り出上、縄丈 H
94じ46 緯 文 土 器 10YR2/1 山 形 押 型 文 、 編 文 4号 住 覆 土 よ り 出 土 、 綴 文 時 代 早 期
945珊 7 ミ支 土器 10YR 5/3 山形押型文、縄文時代早期
94じ至8 文 土 器 10Y民 4/2 山 形 押 型 文 、 117号住 覆 土 中 よ り 出 上 、 編 文 時 代 早 期
94彊珊9 ミ文 土器 OYR 7/4 山 形 押 型 交 17号倖 看 土 中 止 り 出 上 、 綴 す 時 代 早 期
94[]10 縄文土器 7.5YR 5/4 /1ヽ石所g片 Ш 形 子甲型 X、  縄 X時 気 早 期
94匠日11 編 文 土 器 10YR 7/4 117号住 覆 土 中 止 り 出 土 、 曽 利 I式
94F珂 12 編 笠 土 驀 5YR5/6 ′Iヽ郁Z片 120号住覆土 よ り出土、縄文 時代 中期
94じ413 縄 文 土 器 5Y民 5/4 破ヽ 片 117号住 覆 土 中 よ り出上、 編文 時代 EI・期 の上器 か
945珊 14 雲支 土 器 5YR4/6 外面赤彩、117;住覆土 中 よ り出土
94じ]15 文 土 器 bY【 r/6 118号住 疫 土 中 よ り出土、組 文 時代 後 期 の上器 か
94匪目16 文 土 器 7_5YR 6/4 刊ヽ覚片 湘韮廷

=上
撃|の拙 キ 、 も Iフ く

`よ

Ll品 の B41/斥 kわ /Lる

96Σコ1 弥生土器 10YR 6/6 月ヽ 破 片 器 向 に 条 反 文

96じ]2 土 器 10YR 5/4 破ヽ 片 口 縁 部 破 片 、 器 面 に 条 痕 支

965珊 3 土 器 10YR 5/4 ′卜翻壁片 口縁部破片、器面 に条痕文
96じ44 生 土 器 10Ylt 5/3 破ヽ 片

965珊 5 ■土器 5YR3/1 羽ヽ壁片 ぞ争Lalに 徐ごりこ支

96E]6 弥生土器 10Y民 7/4 吸ヽ 片 器 血 に 条 反 文

965∃ 7 弥 生 土 器 5YR4/4 破ヽ 片 器 面 に 条 痕 支

97E珊 1 弥生土器 10YR 7/4 1/4 口縁部 に指頭押圧 した突帯 1条、胴部 に条痕文
97じ42 生 土 器 10YR 8/6 破ヽ 片 器 面 に 条 痕 文

975珊 3 牛 土 器 7_5YR 7/6 /阿腫 片 口縁部 に縄文 を施す、推定 日径 29.4cm
97援釘4 生 土 器 10Ylt 8/4 破ヽ 片 BH」部 に条痕文 、底部 に網 代 反

975日 5 牛 土 器 OYR 7/6 破ヽ 片 器 面 に 条 痕 支

975珊 6 殊 ■ 土 器 7 5YR7/6 /4 河卜I署もιこ粂 塀ごちど
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れ三 ガu 胎 土 Ⅲ l調
'民
F (富 特徴、 出上位 置、胎土質 な ど

97房珊 7 弥 ■ 土 器 10YR 7/3 /Jヽ刊覚ナ十 器 面 に 条 痕 文

97Σ]8 弥生土器 5YR7/2 片 器面 に縄文、沈線
98[日 1 土 器 5YR4/6 /」 nヽ受片 口 縁 部 破 片 、 器 面 に 条 反 文 、 波 状 文 、 水 神 平 式 上 器

98F珊 2 土 器 5YR4/6 小 破 片

98陸」3 弥 生 土 器 5Y民 4/6 小破 片 器 Ialに 条 反 文 、 波 状 文 、 水 神 半 式 上 器

98瞬耐4 弥 生 土 器 7 5YR6/6 /uヽ石ほ正)十 器 面 に 条 痕 文

98図 5 縄文土器 10YR 3/3 片 口縁部破 片、縄文時代 晩期氷 I式の土器か
98図 6 土 器 5 Ylt5/6 /」 コヽ受片 器 面 に 条 反 文

98同 7 土 器 5YR5/6 小 破 片

98凶 8 弥 生 土 器 7.5Y民 5/4 小破 片 18号仁 覆 土 中 よ り 出 上 、 口 縁 部 破 片 、 器 面 に 沈 線 、 条 痕 文
985� 9 弥 生 土 器 10YR 7/4 /Jヽ 4授片 絹 文 4号 住 覆 土 よ り 出 上 、 日 縁 部 破 片
98Σコ10 株 十 土 器 10YR 7/4 片 器 fmに 粂福 支

98匝翌11 生 土 器 7.5YR 6/6 /」 1ヽ凝片 器 面 に 条 反 文

98じ珊12 ■土器 10YR 5/2 Jヽコ琵ナ午

98じ413 弥 生 土 器 loYR 6/4 小破片 器 向 に 条 反 文

98圧日14 弥 生 土 器 10YR 5/2 /Jヽ破 片 器 面 に 条 痕 文

98彊コ15 珠 十 土 器 7_5YR 5/6 片 器 Imに 奈ごJご支

99匪翌 1 生 土 器 7.5Ylt 5/6 /1ヽ 破 片 118号仁 疫 土 中 よ り出上、器 面 に条反 文
99図 2 生 土 器 10YR 7/6 Jヽ翔寛ナ子

99凶 3 弥生土器 7 5YR5/6 小破片 118号住覆土中 よ り出上、器面 に条痕文
99優]4 弥 生 土 器 7_5YR5/4 Jヽ吸 ナ辛 118号住 覆 土 中 よ り出土、器 面 に条痕 文
99彊]5 珠 十 土 器 10YR 7/6 片 奉Iコ印に 察ご丁顧支

99匝46 弥 生 土 器 7.5Ylt 5/4 /1ヽ 破 片 118七住 疫 土 中 よ り出上、器 面 に条反 文
99じ珊7 弥 ■ 土 器 7_5YR5/4 編 文 4号 住 覆 土 よ り 出 土
99凶 9 陶 器 loYR 8/4 底吉呂1/2 取 戸 ・ 美 濃 糸 丸 碗 、 控 冠 底 径 5.6cm、 16世紀 後 |

995珊 10 土 製 品 2.5Y8/2 (才員 腹 音るに 墨 書 |四 九 入 ヵ l、 型 合 せ 成 形 、 中 実 、 京 都 系

99図 11 陶 器 10YR 7/4 片 5 瀬戸・美濃系丸皿、推定底径 5.4cm、 16世紀後半
99圧電12 陶 器 5Y民 7/3 /」 吸ヽ 片 取 戸 ・ 美 濃 系 丸J皿、 推 冠 口 径 10.Ocm、 16世紀 前 半
99[珊 13 土 製 品 7_5YR 6/6 完 形 1未 満 不 子面 、 長 さ 1ヽ 8cm、 幅 1_4cm、  厚 さ4mm
99じ414 陶 器 5Y8/1 小破 片 9 瀬戸・美濃系筒型碗、推定 口径 7.9cm、 陶胎染付
995珊 15 磁 器 7.5Y8/1 1/3 5 肥 前 系 紅 皿 、 型 打 ち 成 形 、 推 定 日 径 4_2cm

第 9表 縄文時代・弥生時代の石器・石製品一覧
種  】!| 長   (cm) (cm) 厚 (cm) 石 管 重量 (冨 ) 特徴、 出上位 置な ど

80嵯Шユ 磨 石 4.6 抄 岩 表 裏 、 向 傾U向 に 磨 反
87涯]2 磨 石 9.6 4.9 4.8 凝灰岩 表面に暦痕、裏面に凹み、縄文 3号住覆土より出土
875珂 3 凹 右 7_8 3_6 砂 岩 418 表裏両面 に四み、縄文 3号住覆土 よ り出土
88B41 系」)キ 3.Z Z.b 1.1 黒 曜 石 7
88F珊 2 崇H片 6_2 4_9 1_6 黒 曜 石

89じ当3 争」)キ 5.3 4.9 7 黒曜石 芹4H脇乱 ιこ紬 縦 II離
89区団4 剰 片 5.6 4.6 1.1 黒 曜 石

89彊]5 崇W片 6_6 74 黒 躍 右

89匪�6 予U)守 1.6 黒 曜 右

89E剛 7 コI片 tS 3 1_2 黒 曜 石 7

89じ」8 剖 片 4.6 6.2 1.7 黒曜石
90図 9 剰 片 58 1.9 黒 曜 石

90Eコ 10 石核 4_2 37 2_ 黒 躍 右

90[� ll 石 核 4.5 4.6 3.4 崇 曜 石

90[珂 12 剰 I片 3 1_2 黒 曜 石

90凶 1 剣 片 5.2 27 1.0 黒曜石 左 恨悌荻部 に 微 細 承u離
905珊 14 剥 片 4.2 1.7 黒 曜 石 1

91屁]15 剰 片 57 黒 曜 右 左 TRl縁部に微細争U離
91匪コ16 劉 片 2.8 5.5 1.2 黒 曜 石 下 綴祁 に 指々率冊最II凄陸

91図 17 課Jナ| 4_と b4 1_7 黒 曜 右 左側縁部 に微細景U離、 117号住 よ り出土
91じ418 石 英 片 b.υ 3.4 石 英

915珂 19 石 英 片 6_b 49 1.7 石 英

91じ型20 石英片 6.2 47 28 石 英

91圧電21 石 英 片 39 37 1.7 石 英

94彊]17 石 鏃 0_4 黒 曜 る 有茎鏃 、茎部及 び忘 脚部 欠損、遺構外 よ り出土

94Б翌18 石 鏃 Z.U す ヤー 1 左脚部 欠 損、遺 樗 外 よ り出土

94[珊 19 石 鉄 Z3, 1_3) 0_4 黒 曜 石 両 脚 部 欠 損 、 潰 緯 外 よ り 出 土

94じ�20 石 鏃 (2 0) (1.4) 0.4 黒曜石 先端部、右脚部欠損、遺構外 よ り出土

945珂 21 石 鏃 23 0.4 黒 曜 石 1 潰 種 外 よ り出 土

94透コ22 石 鏃 23 0_3 黒 躍 石 遺構外 よ り出土

95[� l 石 鏃 3.も 19 0.4 ナ ヤー 遺 構 外 よ り 出 上

955珂 乏 石 鏃 0_4 石鏃未製 品、遺構外 よ り出土

95じ]3 打製石斧 12_4 46 1.4 ホルンフェルス 遺構外 よ り出土

95膠]4 打製石斧 8.8 46 1.2 ホルンフェルス 106号住 内PT2571よ り出土
95彊]5 講 石 15_2 68 5_6 轟 灰 岩 870 下端部 に敲打痕、 110号住覆土 よ り出土
95匠E2 石 匙 2.5 4.2 U.υ チ ヤー 遺 構 外 よ り 出 土

99じ珊8 不 明 Z6 0_4 秒 肴 卜音Бに 穿 子11、  磨 製 る 鏃 か
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第 6章 ま と め

第 1節 遺構について
1.各時期の遺構分布

梅之木遺跡で検出された平安時代集落の時期ごとの変遷をまとめてみたい。 (第 100図 ～第101図 )。

まず各時期の遺構分布状況を確認する。遺構の時期は出土遺物により推定した。出土遺物がなく時期が推定でき

ない遺構は除外した。

第 1期 (9世紀第 3四半期～ 9世紀第 4四半期 )

宮ノ前Ⅶ期に該当する。この時期より遡る遺物の出土する住居はみられない。調査区東端で検出された住居は

本期のものだけである。本期に属すると思われる遺構は竪穴住居 9軒である。土坑はみられない。

竪穴住居 96号、97号、98号、107号、108号、110号、113号、■4号、■7号

第 2期 (9世紀第 4四半期～10世紀第 1四半期 )

宮ノ前ⅥⅡ期に該当する。住居数は第 1期から大幅に減少する。調査区東端に住居は見られなくなり、前期の住

居の集中する地区に重複はせずに設けられている。本期に属すると思われる遺構は、竪穴住居 2軒である。

竪穴住居 109号、115号

第 3期 (10世紀第 2四半期～10世紀第 3四半期 )

宮ノ前Ⅸ期に該当する。住居数は第 3期 と変化はないものの、102号住居は前期や本期の住居が集中する地区

とは離れた地点に位置している。住居の重複はなく、やはり前期 とは異なる地′ミに建設されている。本期に属す

ると思われる遺構は、竪穴住居 2軒である。

竪穴住居 102号、116号

第 4期 (10世紀第 3四半期～10世紀第 4四半期 )

宮ノ前X期に該当する。前期までの住居が集中する地区とともに住居が設けられていない調査区の南西側にも

3軒の竪穴住居が現れる。本期に属すると思われる遺構は、竪穴住居 5軒、土坑 1基である。

竪穴住居 99号、100号、101号、105号、106号

土坑 249号

第 5期 (10世紀未～11世紀前葉 )

宮ノ前�期に該当する。前期までの住居が集中する地区の東端に住居が設けられている。本期に属すると思わ

れる遺構は、竪穴住居 3軒である。いずれの住居も 1辺 5m以上 と本遺跡内では大型の規模をもつ。■8号 と120

号住居は多量の鉄滓が出土する鍛冶遺構であるが、鍛冶遺構は本期にのみ確認された。

竪穴住居 112号、118号、120号

2.鍛冶遺構について

今回の調査では■8号住居 と120号住居の 2軒の鍛冶遺構と考えられる竪穴住居が検出された。

118号住居では鉄滓が多量に出上した他に鉄分の付着した扁平な礫が出上 し、また住居の床面の一部が被熱 し

非常に硬 くしまっていたことからこれらを金床石、地床鍛冶炉 と考え、また鉄洋の付着した土師器片が出上して

いることから鍛冶遺構 と判断した。焼土と炭化材が床面上から出上している点も鍛冶遺構に関連するものと考え

られる。また鍛冶遺構 と直接結びつ くものではないが、東壁に張 り出しをもつ、床面に周溝とは異なる浅い溝が

2条検出される、カマ ドの主軸が対角線を向いているなど本遺跡における他の住居とは異なる特徴を有している。

120号住居は多量の鉄津の他に羽口と思われる土製品が出土していることから鍛冶遺構 と判断した。118号住居
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と同様に床面上から焼土と炭化材が出上している。鍛冶炉は検出されなかったが302号土坑は底面が硬 くしまり、

埋没途中の覆上が皿状に被熱していることからあるいはこの上坑が鍛治炉ではないかとも考えられる。壁沿いに

土坑が設けられている、覆土中から漆紙 と思われる付着物のある土師器小皿が出土するなどの特徴をもっている。

この 2軒の住居はどちらも南壁の立ち上が り部に 2本、床面中央北寄 りに 2本の柱穴を持つという構造の共通点

を持つ。

以上のような特徴を保坂康夫氏の鍛冶遺構の分類 (保坂 1992)にあてはめると、118号住居は竪穴仁居内に鍛

冶関連施設をもつ「地床鍛冶炉型」と考えられる。120号住居では住居内に明確な鍛冶施設は確認されなかった

が、遺構は調査区外まで及んでいるためここでの分類は保留しておきたい。

保坂氏は金床石や地床炉などの鍛冶施設を持つ鍛冶遺構が甲斐型VII期に出現し、�期に消滅するとしており、

「地床鍛冶炉型」の消滅時期を甲斐型ⅥI期頃と想定している。118号、120号住居の時期はともに甲斐型土器消滅

以後、宮ノ前�期と考えられることから「地床鍛冶炉型」は本期まで存続するという可能性が指摘できる。

3.掘立柱建物・土坑について

今回の調査で掘立柱建物は 7棟検出されている。規模は 2聞 ×2間が 2棟、 3間 ×2間が 1棟、 1間 ×2間が

1棟、 1間 ×1間が 1棟でほかに規模の不明なものが 2棟ある。構造は規模不明の 2棟を含めて全てが側柱建物

である。遺物の出土はほとんどなく、他の遺構との切 り合いもないため時期の特定はできなかったが、複数の掘

立柱建物がまとまっているという分布状況から考えると各時期の竪穴住居 2～ 3軒に 1棟の掘立柱建物という組

み合わせが想定できる。

平安時代の上坑は竪穴住居の屋内で機能していたと思われるものを除くと12基が検出されている。そのうちの

11基がEl区西側南寄 りに集中している。これらの上坑は楕円形もしくは円形で、覆上が酷似していたが遺物の

出土がほとんどなく、時期ごとの分布は明らかにできなかった。楕円形の上坑は 7基検出されており、規模は長

軸が1.4mか ら2.Omの 間、短軸は0.8mか ら1.3mの 間に収まる、深さは 8 cmか ら20cmの 間に収まるが、221号土

坑のみ28cmと やや深い。円形の上坑は 3基検出されており、規模は直径が0.7mか ら1.lmの間に、深さは12cmか

ら16cmの間である。

土坑の深さから考えると上面はかなり削平されているものと思われるが、肖U平 を受けた深さが均―であると仮

定すれば、平面形・深さともに近い数字を示していることから土坑構築時の規模はほぼ一定のものであったと考

えられる。11基の上坑が集中する地区には竪穴住居が分布していない点とあわせて、特定の機能を持った土坑が

一定の範囲に設けられ、そこには住居を設けないという規制が集落内には作用していたと考えられる。しかし上

坑の時期が不明であるため、上坑が集落の存続期間中絶え間なく構築されたものか、それとも特定の時期に設け

られたものなのかは不明である。

第 2節 遺物について
1.墨書 。河書土器

本遺跡では10軒の竪穴住居から27′ミの墨書、刻書土器が出土した。それらを第10表に整理し、その出上位置を

第102図に示した。

第 1期では97号住居から「目」・「倭」、107号住居からは「十」 2点、108号住居からは「山」 。「十ヵ」と

判読不可能の墨書が 1点、110号住居からは「目」・「金ヵ」、■3号住居からは「金ヵ」 。「田ヵ」と判読不可

能の墨書が 3点、114号住居からは「丈」 。「十ヵ」 。「金ヵ」と判読不可能の墨書 1′ミが出土している。第 2

期の住居は109号住居の「乙」 1点だけである。第 3期は102号住居から「仁 (刻書)」 が出土している、116号住
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居からは判読不可能の墨書 5点が出土している。第 4期では判読不可能の墨書が106号住居から1点出土してい

る。第5期の住居からは墨書土器は出上していない。

こうして見てみると多数の墨書土器が出土する第 1期では共通の墨書が複数の住居から出土していることがわ

かる、97号 と110号住居で「目」墨書土器が、107号、108号、114号住居で「十」、110号、113号、114号住居で

「金ヵ」が出土している。

また1軒の住居内で同一内容の複数の墨書土器が出上している例は107号住居出上の「十」墨書土器 2点だけ

である。ともに甲斐型の高台界に墨書されている2,点の文字は筆跡はよく似ているが107a号住居の覆土中から

出上した「十」墨書土器 (36図 6)の文字ははっきりとしているのに対し、床面で検出された277号土坑覆土か

ら出上した「十」墨書土器 (36図 7)の文字はかすれているように薄くなっている。

107号住居は壁面を共有する新旧2枚の床面を持つ竪穴住居である、両住居間に時期の大きな違いは認められ

ない。277号土坑が検出されたのは旧住居107b号の床面であることから両者は (107b号住居の)床面の埋め戻

しにより、一方は新住居の床面の下に、もう一方は床面の上に存在していたと考えられる。また土器を観察して

みると、107a号住居覆土中出上の墨書土器の口縁部が平坦なのに対し、既に埋められている277号土坑出土墨書

土器のほうは口縁菩Ьが玉縁化してより新しい印象をうける。

これらの点から、277号土坑出土のものは長期間使用された後に埋められ、107a号住居覆土出上のものは使用

された期間が短かったため墨痕の濃淡に違いが現れたと考えられないだろうか。また文字のはっきりした107a

号住居出上の口縁部がやや古手の特徴をもっていることから、文字のかすれることのない長期間の行為というこ

とも考えられるが、土器の製作時期と墨書のなされる時期が必ずしも一致しないので断定はできない。

第 3節 明野村 。梅之木遺跡出土の墨書土器「目」と「倭」について
原  正人

明野村教育委員会による、今年度の梅之木遺跡の発掘調査で、竪穴住居97号住居から発見された「目」「倭」

と記された 2つの墨書土器について、甲斐国、ことに巨麻郡の古代史を考える上での重要な文字資料の新出であ

るという見地から、若千のコメントを述べたい。

〔土器の年代〕2つの墨書土器のうち、「倭」と記された方は所謂「甲斐型皿」とよばれる土師器で、宮ノ前編年

の第ⅥI期、実年代で9世紀第3四半期から9世紀第4四半期に相当する時期にあたると推定される。一方、「目」

の墨書土器は、内面に黒色処理を施す別種のIThであるが同一住居内の同一地表面から出上していることから判断

して、ほIF同時期の上器 とみなしてよいと思われる。

〔墨書の書体〕一日見て気付くのは、両者とも極めて勢いのある筆遣いで、字画の整った楷書体は、相当筆翻‖れ

た人の字に見られる′ミである。あるいは、同一人の手になるものかもしれない。こうした官衛風の書体を持つ墨

書は、公権力につらなる役人一一例えば、ホ司か郷長のような在地の有力層か、国衛の中下級官人かが想定され

る一―が記主である可能性を想像させる。なお、この住居内から石製の袴帯が出上していることも、一般民衆と

は区冴Uさ れた何らかの指導的な立場にあった人物に関わるものらしいことを示唆する。

〔「目」「倭」の意味するもの〕梅之木遺跡からは、昨年度の調査区からも多量の墨書土器が出土しており、同時

期の北巨摩郡下の平安集落遺跡と比較しても、其の規模や墨書土器の濃密さなどからして、拠点的な集落のひと

つであること、遺跡立地からみて、後院牧の「小笠原牧」もしくは御牧の「穂坂牧」に隣接する牧経営集団に関

係する集落ではないかと推定される。その中で、「目」「倭」の墨書は、それぞれ1点ずつであり、これまで判明

している県内遺跡からの墨書土器に類例を見ないものである′点で注目される。

たった 1文字の、しかも 1例 しかない墨書の文字から、特定の意味を推測することは危険であり、即断はさら
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に慎まなければならないが、ひとつの可能性として文献資料に知られる当該期の歴史的状況から、次のような仮

説を提示しておきたい。

「目」は、国司の四等官「守 。介・橡。日」のうちの「目 (さ かん)」 ではあるまいか。

これまでに県内で「守」 2′ミ (長坂町深草遺跡、一宮町国分尼寺)「介」 1ッミ (韮崎市宮ノ前遺跡)の報告事

例があり、それらが国司の守・介を指すものとの確証はないものの、今回新たに加わった「目」も含めて、国司

の四等官を意味する事例として検討の俎上にあげてみたい。

先述の当墨書土器の年代推定とも偶然の一致をみるのだが、『日本文徳天皇実録』仁寿二年 (852)二月己未

(22日 )条に、「詔加二甲斐国目一員_。 」の記録がみえ、『類衆三代格』巻五所収の同年同月日付の太政官符では、

さらに詳しい格文全体が知られ、甲斐国に目一員を置くことの理由として、「衆務斯夕。従レ事人少」と述べら

れている。この辺の経緯についてはすでに述べたことがある(1)が、目一員の増置が御牧の発展・拡充と密接に関

わるものではないかとする説もあって、国司が担う「衆務」の一つに御牧経営のことがあったという推測は十分

に首肯できる。大目・少目の二貝制となったのち、そのうちの一人が御牧の専当となったという解釈もなりたち

うるのではなかろうか。

「倭」は、甲斐国巨摩郡の式内社の一つ「倭文神社」に関係するものではないか。

この「倭」の墨書も、従来の報告事例にはなかった新出の文字資料で貴重である。

「倭」は一般に、その一字で「わ」または「やまと」と訓じられるが、甲斐国の古代史にひきつけてその用例

を探すならば、F延喜式』神名帳 (イ申名式)に登録されている甲斐国二十座のうちの巨麻郡五座に「倭文神社」

(訓名は「しずり」、または「しどり」)の名がみえ、F延喜式』段階よりも少し遡って 9世紀後半には、すでに幣

吊の対象と朝廷に認知されていたことが推測される。同社は、現在の韮崎市穂坂町宮久保に鎮座する同名社に比

定されて、とくに論社がないことから、「穂坂牧」の地に居住した集団により奉斎された神 (現在の祭神は、天

羽槌雄命 。棚機姫命の二神)であるとみられる。ちなみに、巨麻郡五座のうちのもう一社「宇波刀神社」を明野

村上手に鎮座する同名社に当てるのが通説であり、やはりある程度の伝統的な集落とその奉斎集団の存在が式内

社選定の前提になっていたことを物語っている。倭文神社・宇波刀神社ともに、穂坂牧または小笠原牧の経営集

団との何らかの関係をもつ神社ではなかったかという見通しを指摘しておきたい。

註
(1)『須玉町史』第一巻、第二章の当該史料の解説参照
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第10表 墨書・刻書土器一覧

図版番号 遺構番号 墨書・刻書 種別 器種 記銘部位 記銘状態 墨痕濃淡 時期

10じ]1 97号住 目 大小久保型 不 体部外面 正位 濃 宮ノ前VII期

10図 2 97号住 倭 甲斐型 皿 休部外面 正位 濃 宮ノ前VII期

25擾]1 102号住 仁 (刻書) 甲斐型 lTh 休部外面 逆位 宮ノ前Ⅸ期

32優]5 106号住 □ 甲斐型 不 。皿 体部外面 不明 淡 宮ノ前 X期

36匝]6 107号住 十 土師器 不 体部外面 正位 濃 宮ノ前VII期

36図 7 107号住 十 土師器 郭 体部外面 正位 淡 宮ノ前VⅡ期

39睡]1 108号住 山 甲斐型 皿 体部外面 逆位 濃 宮ノ前VH期

40図 2 108号住 □ 大小久保型 邦 体部外面 不 明 宮ノ前VH期

40区]5 108号住 □ 甲斐型 不 。皿 体部外面 不明 淡 宮ノ前ⅥI期

40じ電6 108号住 十 ヵ 土師器 邪 体部外面 正位 淡 宮ノ前ⅥI期

435翌 8 109号住 乙 甲斐型 lTh・ 皿 体部外面 不明 濃 宮ノ前VШ期

46図 1 110号住 金 ヵ 大小久保型 不 体部外面 逆位 淡 宮ノ前Ⅶ期

46図 2 110号住 目 大小久保型 不 体部外面 正位 淡 宮ノ前ⅥI期

51図 1 113号住 金ヵ 甲斐型 皿 休部外面 逆位 淡 宮ノ前Ⅶ期

51[コ 9 113号住 □ 甲斐型 不・皿 体部外面 不 明 淡 宮ノ前VII期

51[� 10 113号住 □ (田 ヵ) 甲斐型 辱・皿 休部外面 不明 淡 宮ノ前ⅥI期

51図 11 113号住 □ 甲斐型 辱 休部外面 不明 淡 宮ノ前ⅥI期

51E412 113号住 □ 甲斐型 lTh・ 皿 体部外面 不明 淡 宮ノ前ⅥI期

54区]1 114号住 丈 甲斐型 皿 体部外面 逆位 濃 宮ノ前ⅥI期

555コ 5 114号仁 □ (十ヵ) 大小久保型 邪 体部外面 正位 淡 宮ノ前ⅥI期

55図 7 114号住 金ヵ 大小久保型 rTh 体部外面 逆位 淡 宮ノ前Ⅶ期

55E]13 114号住 □ 甲斐型 不・皿 体部外面 不明 濃 宮ノ前Ⅶ期

61図 1 116号住 □ 甲奏型
jTA・ 皿 体部外面 不 明 淡 宮ノ前Ⅸ期

61図 2 116号住 □ 甲斐型 不・皿 体部外面 不 明 淡 宮ノ前Ⅸ期

61図 3 116号住 □ 土師器 不 体部外面 不 明 濃 宮ノ前Ⅸ期

61図 4 116号住 □ 甲斐型 不 。皿 体部外面 不明 淡 宮ノ前Ⅸ期

61E]5 116号住 □ 甲斐型 不 。皿 休部外面 不 明 淡 宮ノ前Ⅸ期
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(9世紀第 3四半期～ 9世紀第 4四半期 )

(9世紀第 4四半期～10世紀第 1四半期 )

第100図  時期別遺構分布図
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(10世紀第 2四半期～10世紀第 3四半期 )



第101図 時期別遺構分布図 (上段)・ 墨書刻書上器出上位置図
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写真図版 1
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梅之木遺跡全景と金ヶ岳

梅之木遺跡 El・ E2区全景
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与1真図版 2
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96号住居 。100号住居 (左下)・
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97号住居カマ ド・黒書土器出土状況 (/1ド )。 1要帯具士Ь上状況 (F―Iに )・ 完ll(十iド )
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写真図版 3
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写真図版 4

″

(右下 )

105号住居 カマ ド (右上)・ 106号住居 (右下 )
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写真図版 5

す |:響 留 寮 霧

羊 It i・
‐

=

107a号住居・カマ ド (左下)・ 107b号住居 (右上)・ カマ ド (右下 )

108号住居・カマド (左下)・ 110号住居 (右上 )・ カマ ド (右下 )
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写真図版 6
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109号住居・カマ ド (左下)・ 完掘 (右上)・ 111号住居 (右下)

112号住居・カマド (左下)・ 113号住居 (右上 )・ カマ ド (右下 )
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写真図版 7
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114号住居・カマ ド (左下)。 116a号住居 (左上 )。 116b号住居 (右下 )
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118号住居・カマ ド (右上 )・ 117号 住居 (右下 )
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写真図版 8

119号住居 。120号住居 (左下)・ 完掘 (右上)。 302号土坑 (右下 )
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I禅i

PJl炉 ・土坑群・PJ2掘立柱建物 (左上から22号、23号、24a・ b

一一一
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写真図版 9
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PJ3(左 上)・ PJ4遺 物出土状況 。弥生時代の土坑 (右上左から315号、
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一
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期
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鰐
          鞠

9世紀後半の出土品・9世紀末から10世紀初頭の出土品(左下)。 10世紀前半から後半の出土品(右上)10世紀末から■世紀初頭の出土品
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写真図版10
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錢斡伊み

電。輸V
120号住居出土土師器内面状況・赤外線写真 (左下 )。 主な金属製品 。押型文土器

静 Ч

秒 甲

縄文時代中期後半の出土品・縄文 4号住居出土接合資料 (左下)・ 同接合資料 (右上)・ 弥生時代前期の上器
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報 告 書 抄 録

ふ り が な うめのきいせき に
書 名 梅之木遺跡Ⅱ

百
Ｈ 題 県営畑地帯総合整備事業にともなう平安時代遺跡の発掘調査報告

シ リ ー ズ 名 明野村文化財調査報告 15

者 者 大山祐喜 原 正人

発 行 機 関 明野村教育委員会

編 集 機 関 明野村埋蔵文化財センター

所在 地 /電話 〒407-0204 山梨県北巨摩郡明野村上手8310 TEL(0551)25-2019

印  刷  所 株式会社 ぎょうせい

発  行  日 平成15年 (2003)年 3月 31日

ふ り が な やまなしけんきたこまぐんあけのむらあさおあざうめのき

所 在 地 山梨県北巨摩郡明野村浅尾字梅之木

位 置 】ヒ末革35° 47′      拐臣布壬138° 27′

調 査 原 因 明野地区県営畑地帯総合整備事業

調 査 期 間 平成14年 5月 14日 ～平成15年 3月 31日

調 査 機 関 明野村埋蔵文化財センター

調 査 面 積 22,500nド

時 期 縄文時代、弥生時代、平安時代

主 な 遺 構 縄文時代の竪穴住居 4軒、土坑 1基、弥生時代の土坑 5基、平安時代の竪穴住居26軒、掘立柱建
物 7棟、土坑102基、ピット347基

主 な 遺 物 縄文土器、弥生土器、平安時代の上師器、須恵器、灰釉陶器、石製品 (腰帯具)、 金属製品 (刀子、
鉄鍋)、 鉄津、羽日、石器

特 記 事 項
「目」、「倭」などの墨書刻書が出上した。茅ケ岳西麓では規模が大きい9世紀後半から10世紀後
半の集落跡。御牧「穂坂牧」、後院牧「小笠原牧」に関連した集落の可能性あり。
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